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1　

ア
フ
リ
カ
の
国
境

国
家
の
維
持
は
領
土
の
画
定
と
安
全
保
障
の
維
持
で
あ
る
。
ア

フ
リ
カ
で
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
家
形
成
と
違
っ
て
独
特
の
地
政

学
的
環
境
に
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
、
無
文
字

社
会
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
歴
史
が
欠
如
し
て
い
た
と
い
う
の
で

は
な
く
、
部
族
語
に
よ
る
口
頭
伝
承
の
記
録
は
豊
か
で
存
在
し
て

い
る
（
1
）
。
他
方
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
孤
立
し
た
大
陸
で
は
な
く
、
古

く
か
ら
様
々
な
他
の
民
族
と
の
接
触
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
き
た
。

古
代
ア
フ
リ
カ
王
国
の
サ
ハ
ラ
を
越
え
た
一
三
〜
一
五
世
紀
、
マ

リ
帝
国
の
活
動
記
録
は
、
イ
ブ
ン
・
バ
ト
ゥ
ー
タ
『
三
大
陸
周
遊

記
』
に
あ
る
（
2
）
。
他
方
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
イ
ス
ラ
ム
社
会
は
イ
ン

ド
洋
貿
易
で
興
隆
し
、
そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
世
界
を
も
組
み
込
ん
だ
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
来
航
で
、
ア
フ
リ
カ
は
大
西
洋
・
イ
ン
ド
洋
交
易

の
主
題
と
な
り
、
ア
フ
リ
カ
は
、
西
欧
諸
国
の
拡
大
さ
れ
た
国
際

関
係
の
形
成
と
と
も
に
、
一
八
世
紀
に
三
角
奴
隷
貿
易
が
成
立
し

た
。
こ
の
奴
隷
貿
易
の
影
響
は
大
き
く
、
一
七
三
〇
年
代
の
奴
隷

貿
易
廃
止
運
動
と
と
も
に
、
伝
道
の
時
代
へ
と
移
行
し
、
そ
こ
で

は
空
白
部
に
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
内
陸
へ
の
関
心
か
ら
、
一
七
八
八

年
設
立
の
ア
フ
リ
カ
内
陸
発
見
協
会
の
活
動
が
み
ら
れ
た
。
王
立

地
理
学
会
に
よ
る
バ
ー
ト
ン
、
ス
ピ
ー
ク
、
グ
ラ
ン
ト
、
ベ
イ

カ
ー
ら
の
派
遣
に
よ
る
ア
ル
バ
ー
ト
湖
、
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
、
タ
ン

ガ
ニ
ー
カ
湖
の
探
検
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国
王
に
よ
る
一
八
七
八
年
国

際
ア
フ
リ
カ
協
会
の
設
立
と
も
に
、
領
土
的
野
心
の
ア
フ
リ
カ
分
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割
の
世
紀
を
出
現
し
た
。

ド
イ
ツ
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
敵
対
感
情
は
ア
フ

リ
カ
に
向
け
ら
れ
、
一
八
八
一
年
フ
ラ
ン
ス
は
チ
ュ
ニ
ス
を
占
領

し
、
一
八
八
二
年
に
英
国
が
エ
ジ
プ
ト
を
占
領
し
、
フ
ラ
ン
ス
は

西
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
た
。
一
九
八
三
年
ド
イ
ツ
は
南
西
ア
フ
リ

カ
を
占
領
し
、
一
八
八
四
年
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
ベ
ル
ギ
ー
の
コ
ン

ゴ
盆
地
支
配
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
分
割
秩
序

の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
か
く
て
、
各
国
は
、
ア
フ
リ
カ
の
領
域
支

配
と
と
も
に
植
民
地
分
割
の
宗
主
国
間
で
そ
の
属
領
の
領
土
画
定
、

い
い
か
え
れ
ば
国
境
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
域
外
諸

国
の
支
配
の
た
め
の
国
境
の
確
認
が
ア
フ
リ
カ
国
際
秩
序
と
し
て

成
立
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
マ
グ
レ
ブ
で
は
、
伝
統
的
王
国
が
存
在
し
、

モ
ロ
ッ
コ
は
そ
の
一
国
で
、
地
中
海
を
中
海
と
し
た
対
岸
の
西
欧

列
国
の
侵
食
で
国
境
条
約
を
締
結
し
た
。

一
八
四
四
年
九
月
一
〇
日
フ
ラ
ン
ス
・
モ
ロ
ッ
コ
国
境
条
約

（
モ
ロ
ッ
コ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国
境
）。

一
八
四
五
年
三
月
一
八
日
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
、
及
び
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
帝
国
の
、
及
び
モ
ロ
ッ
コ
、
ス
ズ
、
フ
ェ
ズ
の
、
及
び
西

欧
帝
国
の
所
有
者
間
の
条
約
（
モ
ロ
ッ
コ
国
境
）。

一
八
五
九
年
八
月
二
四
日
メ
リ
ア
に
管
轄
権
を
拡
大
し
、
そ

し
て
ア
フ
リ
カ
沿
岸
の
ス
ペ
イ
ン
要
塞
の
安
全
の
た
め
に
必
要

な
措
置
の
採
択
を
樹
立
す
る
ス
ペ
イ
ン
・
モ
ロ
ッ
コ
間
協
約

（
ス
ペ
イ
ン
領
ア
フ
リ
カ
の
樹
立
）。

こ
れ
よ
り
以
前
に
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
、
以
下
の

条
約
が
成
立
し
た
。

一
七
七
八
年
一
〇
月
二
一
日
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ポ
ー
島
の
ス

ペ
イ
ン
の
割
譲
に
関
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
言
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

赤
道
ギ
ニ
ア
の
ス
ペ
イ
ン
割
譲
）。

一
八
一
四
年
五
月
三
〇
日
英
国
陛
下
と
彼
の
最
大
キ
リ
ス
ト

教
陛
下
間
の
平
和
及
び
友
好
の
決
定
的
条
約
（
セ
ー
シ
ェ
ル
の

英
国
割
譲
）。

一
八
八
五
年
二
月
一
四
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
コ
ン
ゴ
国
際
協
会

の
国
境
・
他
に
関
す
る
協
約
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
ン
ゴ
ラ
・
コ

ン
ゴ
国
境
）。

一
八
八
五
年
一
一
月
一
一
日
リ
ベ
リ
ア
共
和
国
に
対
す
る
英

国
臣
民
に
よ
る
一
定
の
要
求
解
決
の
た
め
の
、
及
び
共
和
国
北

西
国
境
解
決
の
た
め
の
リ
ベ
リ
ア
・
英
国
協
約
（
リ
ベ
リ
ア
・

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
国
境
）。

一
八
八
六
年
五
月
一
二
日
西
ア
フ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
範

（
五
〇
〇
）
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表 1　マグレブ国境条約　Ⅰオスマン帝国期
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
1844
1845

フランス、モロッコ アルジェリア・モロッコ国境 国境

1891
1898
1899

英国、イタリア
英国、フランス
英国、エジプト

ソマリアと英領ソマリーランド
スーダン・ フランス領赤道アフリカ
スーダン

勢力範囲の確認
勢力範囲の確認
英国・エジプト支配

1904
1907

フランス、スペイン
英国、スペイン

モロッコ 領土保全

1910 オスマン、チュニス アルジェリア・チュニジア・リビ
ア国境

国境

表 2　マグレブ国境条約　Ⅱ植民地化期
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
1885
1904
1975

1976

1979

スペイン
フランス、スペイン
スペイン、モロッコ、
モーリタニア
モロッコ、モーリタ
ニア
モーリタニア

西サハラ 植民地支配

植民地解消

植民地分割

西サハラ支配を放
棄（放棄地域はモ
ロッコが支配）

マドリード
合意

現地解放勢力
ポリサリオ戦
線と平和協定

1919
1935

フランス、イタリア リビアとアフリカ国境
未批准である
が有効

1902
1910
1912
1956

フランス、モロッコ

フランス、スペイン
スペイン、モロッコ

モロッコ 植民地支配
国境の維持
独立の確認

フランス軍
の撤退

1923
1945
1956

スペイン、フランス、
英国、イタリア、ポ
ルトガル、ベルギー、
オランダ、ソ連

モロッコのタンジール 国際支配
再設定

国際制度の
適用
解消

1924 英国、フランス スダンとアフリカ国境 国境の画定
1925
1926
1934

英国、エジプト スーダン・リビア国境 国境の画定

表 3　マグレブ国境条約　Ⅲ独立期
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
155 フランス、リビア リビアと黒フリカ国境 国境の画定 友好・善隣

条約付属
1956 フランス、リビア アルジェリア・リビア国境 国境の画定
1961
1972

モロッコ、アルジェ
リア

モロッコ・アルジェリア国境 国境の画定
最終的決着

1963
1970

アルジェリア、チュ
ニジア

アルジェリア・チュニジア国境 国境の画定
最終的決着

（
五
〇
一
）
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る
宣
言
。

一
八
八
一
年
八
月
三
日
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
領
土
の
解
決
に
関

す
る
英
国
・
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
条
約
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ト
ラ

ン
ス
バ
ー
ル
国
境
）。

一
八
八
四
年
八
月
一
六
日
ド
イ
ツ
の
南
西
ア
フ
リ
カ
沿
岸
の

領
有
宣
言
。

一
八
八
六
年
一
二
月
三
〇
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ド
イ
ツ
領
地
の

画
定
及
び
南
ア
フ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
範
囲
に
関
す
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
・
ド
イ
ツ
宣
言
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ロ
ー
デ
シ
ア
国

境
）。

か
く
て
、
以
後
、
主
と
し
て
植
民
地
列
強
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
の

分
割
支
配
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
間
で
の
国
境
条
約
が
相

次
い
で
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
ア
フ
リ
カ
分
割
は
一
九
〇
二
年
ボ

ア
ー
戦
争
の
英
国
勝
利
で
終
わ
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
で
は
、
そ
の
分
割
支
配
に
対
す
る
抵
抗
闘
争
が
続
き
、

そ
の
民
族
主
義
的
要
求
は
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
展
開

を
通
じ
て
、
植
民
地
か
ら
の
解
放
、
独
立
を
希
求
す
る
大
き
な
潮

流
と
な
っ
て
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
が

達
成
さ
れ
た
。

独
立
以
後
、
こ
れ
ら
国
境
は
、
植
民
地
主
義
の
克
服
に
お
い
て
、

囲
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
約
（
セ
ネ
ガ
ル
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
領
ギ
ニ
ア
国
境
）。

一
八
八
六
年
七
月
二
七
日
ギ
ニ
ア
湾
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
範
囲

に
関
す
る
英
国
・
ド
イ
ツ
間
協
定
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
カ
メ

ル
ー
ン
国
境
）

一
八
八
九
年
八
月
一
〇
日
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
の
英
国
と
フ
ラ

ン
ス
領
地
の
境
界
設
定
に
関
す
る
協
約
（
西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ

ガ
ン
ビ
ア
、
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
、
ス
レ
ー
ブ
・
コ
ー
ス
ト

の
国
境
）。

南
部
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ボ
ア
ー
人
の
入
植
に
よ
り
、
ボ
ア
ー
人

と
植
民
地
列
強
と
の
国
境
条
約
の
締
結
と
な
っ
た
。

一
八
六
九
年
七
月
二
九
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル

友
好
・
通
商
・
国
境
条
約
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ト
ラ
ン
ス
バ
ー

ル
国
境
）。

一
八
七
五
年
一
二
月
一
一
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
バ
ー

ル
友
好
・
通
商
・
国
境
条
約
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ト
ラ
ン
ス

バ
ー
ル
国
境
）。

一
八
七
八
年
三
月
一
二
日
ウ
ォ
ル
ベ
ス
ベ
イ
の
港
又
は
居
留

地
の
沖
合
に
投
錨
し
て
い
る
英
国
船
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
号
を
指

揮
す
る
艦
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
サ
ン
テ
ィ
ン
・
ダ
イ
ア
ー
に
よ

（
五
〇
二
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

八
五

表 4　アフリカ国境条約　Ⅰ干渉期／植民地化以前期
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
1778 ポルトガル、スペイン フェルナンド・ポー スペインへの割譲
1885
1903

リベリア、英国 リベリア・シエラレオネ国境 国境の調整
国境の確認

リベリアの
独立

1885

1901

コンゴ国際協会、ポ
ルトガル
フランス、ポルトガル

カビンダ 勢力範囲の確認

国境の画定
1886 英国、ドイツ ギニア湾 勢力範囲の確認
1886 フランス、ポルトガル セネガル・ポルトガル領ギニア国境 領地の確認
1888 英国、フランス フランス領ソマリー・英領ソマ

リー国境
国境の画定

1889
1898
1899
1911
1930

英国、フランス 西アフリカ 勢力範囲の確認

1890 英国、ドイツ 西アフリカ、中部アフリカ、東ア
フリカ

勢力範囲の確認

1891
1892
1907
1911

リベリア、フランス リベリア・コートジボアール国境 国境の画定

1891
1911

英国、フランス ガンビア 領域の確認

1891
1894

コンゴ独立国、ポル
トガル

コンゴ・アンゴラ（ルンダ）国境 勢力範囲の確認

1891 英国、ポルトガル アンゴラ・北ローデシア国境 勢力範囲の確認
1893
1913

英国、ドイツ ナイジェリア・カメルーン国境 勢力範囲の確認

1893
1900
1901
1914

英国、ドイツ タンガニーカ・英領東アフリカ国境 勢力範囲の確認
国境の画定

草案である
が、現在内
容は有効と
される

1894 コンゴ独立国、フラ
ンス

フランス領コンゴ・コンゴ国境 勢力範囲の確認

1894 フランス、ドイツ チャド湖 勢力範囲の確認
1895
1896

英国、フランス シエラレオネ・ギニア国境 国境の画定
国境の現地画定

1897
1953
1954

フランス、エチオピア フランス領ソマリー・エチオピア
国境

国境の画定（
五
〇
三
）
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表 5　アフリカ国境条約　Ⅱ植民地化期
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
1897 ドイツ、フランス フランス領アフリカ・トーゴ国境 国境の画定
1898
1899
1901
1902
1903
1916
1924

エジプト、イタリア
エチオピア、エジプト
英国、イタリア
英国、エチオピア
英国、イタリア
スーダン、エリトリア
英国、イタリア

スーダン・エリトリア国境 国境の画定

現地国境の確認
国境の確認

1900/
1901

フランス、イタリア ソマリア・フランス領ソマリー国境 国境の画定

1900 イタリア、エチオピア エリトリア・エチオピア国境 国境の画定
1906 英国、フランス チャド・ニジェール国境 国境の画定
1903 英国、フランス ゴールド・コースト、コートジボ

アール国境
国境の画定

1905 英国、フランス ゴールド・コーストとフランス領
スダン国境

国境の画定

1908 フランス、ドイツ カメルーン・コンゴ国境 国境の画定
1909 ドイツ、ポルトガル タンガニーカ・モザンビーク国境 国境の画定
1910 英国、フランス ナイジェリア・ニジェール国境 国境の画定
1910
1915

英国、ベルギー ウガンダ・コンゴ国境 国境の画定

1910 英国、ドイツ タンガニーカ・ウガンダ国境 国境の画定
1911 英国、ベルギー タンガニーカ・コンゴ国境 国境の画定
1919 英国、フランス チャド・スーダン国境 国境の画定
1923
1924
1924
1934

米国、ベルギー

英国、ベルギー

タンガニーカ、ルワンダ・ブルン
ジ国境

国境の画定

1927
1933

英国、ベルギー 北ローデシア・コンゴ国境 国境の画定

1933 英国、イタリア ソマリア・ケニア国境 国境の画定
1929 英国、フランス セネガル・ガンビア国境 国境の画定
1935 英国、エチオピア エチオピア・英領ソマリーランド

国境
国境の画定

1961 英国、ナイジェリア 北カメルーン ナイジェリアへの
移譲

表 6　アフリカ国境条約　Ⅲ独立以降期
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
1963 モーリタニア、マリ モーリタニア・マリ国境 国境の画定
1964 オートボルタ、ニジェ

―ル
オートボルタ・ニジェール国境 国境の確認

1966 ガーナ、トーゴ ガーナ・トーゴ国境 国境の管理
1970 ケニア、エチオピア ケニア・エチオピア国境 国境の確認
1975 セネガル、ガンビア 海境 国境の画定

（
五
〇
四
）
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八
七

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ア
フ
リ
カ
の
国
境
紛
争
と
そ
の
解
決
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

そ
の
解
決
の
枠
組
は
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ

う
に
処
理
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

枠
組
は
一
九
六
〇
年
成
立
の
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
を
継
承
し
た
ア

フ
リ
カ
連
合
の
下
で
は
ど
う
か
。
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
の
が

二
〇
〇
〇
年
の
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協

力
の
厳
粛
宣
言
の
も
と
で
の
境
界
の
解
決
方
式
と
し
て
境
界
計
画

で
あ
る
。

（
1
） 

川
田
順
造
『
無
文
字
社
会
の
歴
史

│
西
ア
フ
リ
カ
・
モ
シ

族
の
事
例
を
中
心
に
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
／
岩
波
現
代
文

庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

川
田
順
造
『
ア
フ
リ
カ
の
声

│
「
歴
史
へ
の
問
い
直
し
」
青

土
社
、
二
〇
〇
四
年
。

細
見
眞
也
『
ア
フ
リ
カ
の
価
値
観

│
無
文
字
社
会
の
伝
統
思

想
と
日
本
の
教
育
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
〇
年
。

大
場
千
景
『
無
文
字
社
会
に
お
け
る
歴
史
の
生
成
と
記
憶
の
技

法

│
口
頭
年
代
史
を
継
承
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
ボ
ラ
ナ
社
会
』

清
水
弘
文
堂
書
房
、
二
〇
一
四
年
。

（
2
） 
イ
ブ
ン
・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
、
前
嶋
信
次
訳
『
三
大
陸
周
遊
記
』

表 7　南部アフリカ国境条約
締結年 締約国 対象地域 内容 備考
1852 英国 ケープ植民地 国境の画定
1869
1875

ポルトガル、トラン
スバール

モザンビーク・トランスバール国境 国境の画定

1881
1884
1888

英国、トランスバール
英国、南アフリカ

トランスバール・ベネチュアラン
ド国境

国境の画定

1886
1926

ポルトガル、ドイツ
ポルトガル、南アフリカ

アンゴラ・南西アフリカ国境 勢力範囲の確認

1891
1893
1896
1954

1963

英国、ポルトガル

ニアサランド、ポル
トガル
英国、ポルトガル

ニアサランド・モザンビーク国境 勢力範囲の確認

現地の国境画定

1911 英国、ポルトガル モザンビーク・ザンベジ国境 勢力範囲の確認
1915
1925

英、ポルトガル アンゴラ・ローデシア国境 国境の画定

1931 ポルトガル、南アフ
リカ、北ローデシア

南西アフリカ・アンゴラ・北ロー
デシア国境

国境の画定

（
五
〇
五
）
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八

そ
こ
で
は
内
部
対
立
を
対
外
的
要
因
で
操
作
す
る
矛
盾
が
作
用
し

て
お
り
、
そ
れ
は
部
族
を
媒
体
と
す
る
国
民
形
成
の
機
能
に
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
対
外
紛
争
を
促
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
解
決
は
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
よ
る
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
主
義
の
も
と
、
反
植
民
地

主
義
を
貫
徹
さ
せ
つ
つ
も
、
植
民
地
国
境
に
従
う
国
家
の
領
土
保

全
を
原
則
と
し
て
国
家
間
秩
序
を
維
持
し
た
。
そ
の
原
則
は
、

一
九
六
四
年
七
月
第
一
回
Ｏ
Ａ
Ｕ
国
家
・
政
府
首
脳
会
議
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
間
の
国
境
紛
争
に
関
す
る
Ｏ
Ａ
Ｕ
決
議A

H
G
/R
es.16

（Ⅰ

）
で
採
択
さ
れ
、「
す
べ
て
の
加
盟
国
は
国
家
独
立
の
達
成
に

関
す
る
現
存
の
国
境
の
尊
重
を
し
て
自
ら
誓
約
を
厳
格
に
宣
言
す

る
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
以
後
の
国
境
紛
争
の
激
化
に
反
映
さ

れ
る
一
方
、
そ
の
解
決
の
原
則
と
し
て
Ｏ
Ａ
Ｕ
に
よ
り
全
面
的
に

適
用
さ
れ
た
（
3
）
。
そ
の
事
情
は
、
ア
フ
リ
カ
の
国
民
形
成
に
体
現
さ

れ
て
い
て
、
部
族
的
要
因
を
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
主
義
で
封
じ
る
一

方
、
国
家
枠
組
を
領
土
保
全
の
原
則
で
弁
証
す
る
と
い
う
要
請
に

あ
っ
た
。

そ
の
領
土
保
全
の
原
則
は
、
以
後
の
紛
争
の
解
決
に
適
用
さ
れ

た
が
、
そ
の
紛
争
自
体
、
域
内
要
因
と
い
う
よ
り
も
対
外
的
戦
略

要
因
、
特
に
ソ
連
、
キ
ュ
ー
バ
、
あ
る
い
は
中
国
の
干
渉
と
西
側

諸
国
の
こ
れ
に
対
す
る
反
発
と
対
処
で
、
一
部
に
西
サ
ハ
ラ
問
題

世
界
探
検
紀
行
全
集
第
二
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
、
河
出

書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
／
角
川
文
庫
、
角
川
書
店
、
一
九
六
一

年
／
中
公
文
庫
、
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
四
年
。

2　

国
境
紛
争
の
処
理

い
ず
れ
の
ア
フ
リ
カ
植
民
地
で
も
、
一
九
五
六
年
マ
グ
レ
ブ
諸

国
、
一
九
五
七
年
の
ガ
ー
ナ
、
一
九
五
八
年
の
ギ
ニ
ア
の
独
立
に

続
い
て
、
一
九
六
〇
年
に
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
独
立
し
、

残
っ
た
地
域
の
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ギ

ニ
ア
、
ロ
ー
デ
シ
ア
、
南
西
ア
フ
リ
カ
で
は
武
力
解
放
闘
争
が
続

い
た
。
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
化
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
糾

弾
す
る
視
点
の
な
か
で
（
1
）
、
一
九
六
三
年
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
と

主
権
の
擁
護
、
協
力
、
及
び
連
帯
、
そ
の
他
を
目
的
と
し
て
、

一
九
六
三
年
六
月
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
Ｏ
Ａ
Ｕ
が
結
成
さ
れ
、
加

盟
国
間
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
目
指
し
た
。
そ
の
ア
フ
リ
カ
統

一
機
構
憲
章
は
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
主
義
の
精
神
で
主
権
平
等
、

内
政
不
干
渉
、
破
壊
活
動
の
禁
止
、
非
独
立
地
域
の
完
全
解
放
、

非
同
盟
を
明
記
し
た
（
2
）
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
間
の
国
境
紛
争
が
起
き
、

（
五
〇
六
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

八
九

一
九
七
二
年　

ギ
ニ
ア
・
セ
ネ
ガ
ル
国
境
紛
争
。

一
九
七
二
年
│
一
九
七
三
年　

ウ
ガ
ン
ダ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
国

境
紛
争
。

一
九
七
六
年
│　

サ
ハ
ラ
自
決
闘
争
。

一
九
七
六
年
│
一
九
八
五
年　

リ
ビ
ア
・
マ
ル
タ
大
陸
棚
事

件
。一

九
七
七
年
│
一
九
七
九
年　

エ
チ
オ
ピ
ア
・
ス
ー
ダ
ン
紛

争
。一

九
七
七
年
│
一
九
八
五
年　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
リ
ビ
ア
大
陸

棚
事
件
。

一
九
七
八
年　

ソ
マ
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
間
の
オ
ガ
デ
ン
紛

争
。一

九
八
三
年
│
一
九
八
七
年　

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
・
マ
リ
国

境
紛
争
。

一
九
八
七
年
│
二
〇
一
三
年　

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
・
ニ

ジ
ェ
ー
ル
国
境
紛
争
。

一
九
八
九
年
│
一
九
九
五
年　

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
・
セ
ネ
ガ
ル

海
洋
境
界
事
件
。

一
九
九
四
年
│
一
九
九
九
年　

カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島

の
ボ
ツ
ワ
ナ
・
ナ
ミ
ビ
ア
国
境
紛
争
。

で
は
モ
ロ
ッ
コ
の
拒
否
に
よ
り
Ｏ
Ａ
Ｕ
の
原
則
は
後
退
す
る
も
、

概
し
て
そ
の
自
律
的
解
決
の
原
則
は
堅
持
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

そ
の
国
境
紛
争
の
解
決
は
、
こ
の
原
則
に
の
っ
と
り
達
成
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
植
民
地
遺
産
へ
の
決
別
意
識
は
強

く
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
意
思
の
作
用
こ
そ
が
そ
の
原
則
の
適
用
を

可
能
に
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
紛
争
は
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
が
関
与
し
、
解
決
を
原
則
と

し
た
が
、
漸
次
、
国
際
司
法
裁
判
所
あ
る
い
は
国
際
海
洋
法
裁
判

所
に
付
託
し
、
解
決
さ
れ
、
解
決
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
紛
争
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年　

ス
ー
ダ
ン
・
エ
ジ
プ
ト
国
境
帰
属
対
立
。

一
九
六
三
年
│
一
九
六
四
年　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ

国
境
紛
争
。

一
九
六
三
年
│
一
九
六
七
年　

ケ
ニ
ア
・
ソ
マ
リ
ア
国
境
紛

争
。一

九
六
四
年　

ガ
ー
ナ
・
オ
ー
ト
ボ
ル
国
境
紛
争
。

一
九
六
五
年
│
一
九
六
八
年　

ソ
マ
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
国

境
紛
争
。

一
九
七
〇
年　

赤
道
ギ
ニ
ア
・
ガ
ボ
ン
国
境
紛
争
。

一
九
七
一
年
│
一
九
九
四
年　

リ
ビ
ア
・
チ
ャ
ド
国
境
紛
争
。

（
五
〇
七
）
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九
〇

部
分
子
が
政
府
と
和
解
し
た
。

一
九
七
二
年
四
月
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
関
係
は
改
善
し
、
六
月
北

部
の
チ
ャ
ド
化
の
下
に
、
九
月
フ
ラ
ン
ス
軍
は
撤
退
し
た
。

一
九
七
五
年
四
月
ト
ン
バ
ル
バ
エ
政
権
が
ク
ー
デ
タ
で
倒
れ
、

チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦
線
に
対
し
和
平
を
求
め
た
が
、
同
戦
線
支
援

を
め
ぐ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
リ
ビ
ア
の
対
立
で
実
現
を
み
る
こ
と

は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
エ
ジ
プ
ト
軍
と
と
も
に
投
入
さ
れ
た
。

八
月
チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦
線
の
ア
ブ
レ
政
権
が
成
立
し
た
こ
と
で
、

一
九
七
九
年
二
月
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
が
介
入
し
て
停
戦
が
実
現

し
、
三
月
カ
ノ
で
近
隣
諸
国
の
関
与
に
よ
る
平
和
協
定
が
成
立
し

た
。
同
三
月
フ
ラ
ン
ス
軍
は
撤
退
し
た
。

関
係
の
動
向
及
び
文
件
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
夏　

ト
ン
バ
ル
バ
エ
傀
儡
政
権
に
関
す
る
チ
ャ

ド
民
族
連
合
Ｕ
Ｎ
Ｔ
の
声
明
。

一
九
七
一
年
八
月
二
七
日　

チ
ャ
ド
、
リ
ビ
ア
と
の
外
交
関

係
の
断
絶
。

一
九
七
一
年
九
月
一
五
日　

リ
ビ
ア
、
チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦

線
の
承
認
。

一
九
七
一
年
一
〇
月
五
日　

リ
ビ
ア
、
チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦

線
に
対
す
る
リ
ビ
ア
支
援
を
確
認
。

一
九
九
八
年
│
二
〇
〇
八
年　

エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア

国
境
紛
争
。

二
〇
〇
一
年
│
二
〇
〇
五
年　

ベ
ナ
ン
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
境

紛
争
。

二
〇
一
四
年
│　

ガ
ー
ナ
・
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
海
洋
境
界

事
件
。

二
〇
一
四
年
│
二
〇
一
六
年　

ソ
マ
リ
ア
・
ケ
ニ
ア
海
洋
境

界
事
件
。

以
下
、
幾
つ
か
の
代
表
的
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

⑴　

リ
ビ
ア
・
チ
ャ
ド
国
境
紛
争

チ
ャ
ド
に
は
北
部
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
南
部
の
ネ
グ
ロ
イ
ド
系

民
族
の
対
立
が
独
立
当
初
か
ら
あ
っ
た
。
チ
ャ
ド
の
独
立
ト
ン
バ

ル
バ
エ
政
権
は
南
部
ア
フ
リ
カ
黒
人
に
よ
り
担
わ
れ
、
一
九
六
三

年
以
来
、
北
部
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る
敵
対
的
な
政
治
運
動
が

高
ま
っ
た
。
一
九
六
六
年
に
北
部
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
チ
ャ
ド
民
族

解
放
戦
線F

R
O
L
IN
A
T

を
結
成
し
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
の
強
化
で
、
一
九
六
八
年
フ
ラ
ン
ス
軍
が
チ
ベ
ス
チ

地
方
へ
再
進
駐
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ザ
フ
ィ
・
リ
ビ
ア
政
権

に
よ
る
干
渉
と
な
っ
た
。

一
九
七
一
年
一
月
中
部
の
反
乱
で
チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦
線
の
一

（
五
〇
八
）
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問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

九
一

1
、
紛
争
の
平
和
解
決
の
再
確
言
。

2
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
国
家
・
政
府
首
脳
会
議
の
現
議
長
の
紛
争
解
決
の

役
割
を
確
認
。

一
九
七
九
年
八
月
二
一
日
チ
ャ
ド
民
族
和
解
の
ラ
ゴ
ス
協
定
。

要
点
は
以
下
の
通
り
。

1
、
紛
争
の
即
時
戦
闘
停
止
。

2
、
戦
闘
停
止
の
実
施
を
保
証
す
る
独
立
監
視
委
員
会
の
設
立
。

3
、
秘
密
ラ
ジ
オ
局
の
使
用
禁
止
。

4
、
政
治
犯
の
解
放
。

5
、
民
族
連
合
臨
時
政
府
に
よ
る
政
治
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
行
。

6
、
武
装
勢
力
の
解
体
と
統
合
さ
れ
た
全
国
軍
の
設
立
。

7
、
協
定
の
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
あ
て
送
付
。

そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
三
月
チ
ャ
ド
で
グ
ク
ー
ニ
派
と
ハ
ブ
レ

派
の
覇
権
対
立
と
な
り
、
一
二
月
リ
ビ
ア
は
グ
ク
ー
ニ
派
を
支
援

し
て
首
都
ン
ジ
ャ
メ
ナ
を
占
領
し
た
。
こ
れ
に
対
し
一
九
八
三
年

六
月
フ
ラ
ン
ス
軍
と
ザ
イ
ー
ル
軍
が
進
攻
し
、
本
格
的
な
内
戦
と

な
っ
た
。
戦
線
は
北
緯
一
六
度
線
を
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
北
部

を
リ
ビ
ア
が
支
配
す
る
分
割
体
制
と
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
一
一

月
反
政
府
勢
力
は
ハ
ブ
レ
派
と
和
解
し
た
グ
ク
ー
ニ
前
大
統
領
を

追
放
し
、
一
二
月
リ
ビ
ア
は
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
以
北
の
支
配
を
確
保

一
九
七
二
年
四
月
一
二
日　

リ
ビ
ア
代
表
団
の
チ
ャ
ド
訪
問
、

チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
関
係
改
善
。

以
後
、
リ
ビ
ア
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
と
の
対
立
に

続
き
、
チ
ャ
ド
介
入
は
、
以
下
通
り
の
経
過
を
辿
っ
た
。

一
九
七
七
年
七
月
五
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
紛
争
に
関
す
る
ア
フ

リ
カ
統
一
機
構
の
決
定A

H
G
/D
ec.108

（X
Ⅳ

）。
要
点
は
以
下

の
通
り
。

1
、
チ
ャ
ド
と
リ
ビ
ア
は
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
憲
章
に
従
う
紛

争
の
解
決
の
確
認
。

2
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
特
別
委
員
会
の
設
立
と
活
動
の
確
認
。

一
九
七
八
年
三
月
二
七
日
チ
ャ
ド
、
チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦
線
、

ス
ー
ダ
ン
、
リ
ビ
ア
、
及
び
ニ
ジ
ェ
ー
ル
間
の
チ
ャ
ド
和
解
協
議

の
共
同
声
明
（
チ
ャ
ド
休
戦
協
定
）。
要
点
は
以
下
の
通
り
。

1
、
チ
ャ
ド
政
府
に
よ
る
チ
ャ
ド
民
族
解
放
戦
線

F
R
O
L
IN
A
T

の
承
認
。

2
、
本
協
定
を
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
行
政
事
務
総
長
に
通
報
す

る
。

一
九
七
八
年
七
月
二
二
日
リ
ビ
ア
・
チ
ャ
ド
紛
争
に
関
す
る
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.94

（X
V

）。
要
点
は
以
下
の

通
り
。

（
五
〇
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

九
二

1
、
国
際
連
合
の
関
与
へ
の
支
持
。

2
、
パ
ン
ア
フ
リ
カ
平
和
軍
の
チ
ャ
ド
派
遣
の
支
持
。

3
、
暫
定
国
民
連
合
政
府
の
支
持
及
び
支
援
。

4
、
特
別
仲
介
委
員
会
に
よ
る
紛
争
解
決
へ
の
支
持
。

一
九
八
三
年
六
月
二
四
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
領
土
紛
争
に
関
す

る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.106

（X
Ⅸ

）。
内
容
は

以
下
の
通
り
。

1
、
コ
ン
ゴ
人
民
共
和
国
に
よ
る
チ
ャ
ド
国
民
和
解
会
議
を
歓

迎
。

2
、
チ
ャ
ド
か
ら
外
国
軍
隊
の
撤
退
を
支
持
。

3
、
事
態
の
悪
化
防
止
及
び
和
解
促
進
を
支
持
。

一
九
八
四
年
一
一
月
一
五
日
チ
ャ
ド
紛
争
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ

統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.121

（X
X

）。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

チ
ャ
ド
か
ら
の
外
国
軍
隊
の
引
揚
げ
を
要
請
。

一
九
八
五
年
三
月
五
日
チ
ャ
ド
向
け
Ｏ
Ａ
Ｕ
チ
ャ
ド
平
和
維
持

軍
使
節
団
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議C

M
/R
es.957

（X
L
I

）、
チ
ャ
ド
紛
争
へ
の
コ
ン
ゴ
人
民
共
和
国
の
努
力
へ
の
支

持
の
七
月
二
〇
日
チ
ャ
ド
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議

A
H
G
/R
es.143

（X
Ⅺ

）、
引
き
続
く
ガ
ボ
ン
の
平
和
努
力
へ
の
支

持
の
七
月
三
〇
日
チ
ャ
ド
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
国
が
介
入
し
て
リ
ビ
ア
対
フ
ラ
ン
ス
・
米

国
の
代
理
戦
争
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
米
国
支
援
の
グ
ク
ー
ニ
派

は
一
九
八
七
年
三
月
リ
ビ
ア
軍
を
敗
走
さ
せ
、
領
有
紛
争
の
ア
オ

ズ
地
区
を
奪
回
し
た
。
九
月
リ
ビ
ア
が
同
地
を
再
回
復
し
て
停
戦

と
な
っ
た
。

そ
の
ア
オ
ズ
地
区
は
、
リ
ビ
ア
と
チ
ャ
ド
間
で
領
土
問
題
と

な
っ
て
い
る
ウ
ラ
ン
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
鉱
物
資
源
の
宝
庫
地
帯

で
、
ア
オ
ズ
地
区
一
一
万
四
、〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、

リ
ビ
ア
は
一
九
七
三
年
以
降
、
一
方
的
に
自
国
領
に
編
入
し
、
入

植
を
進
め
て
リ
ビ
ア
化
し
て
き
た
背
景
が
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
一
二
月
チ
ャ
ド
の
政
治
混
乱
を
経
て
、
よ
う
や
く

リ
ビ
ア
の
国
際
航
空
事
件
に
よ
る
国
連
制
裁
と
リ
ビ
ア
国
内
で
の

政
治
反
乱
が
起
こ
る
な
か
、
リ
ビ
ア
は
、
一
九
九
六
年
に
政
治
的

安
定
に
向
か
い
、
一
九
九
八
年
三
月
に
連
邦
共
和
国
武
装
勢
力
、

一
九
九
九
年
七
月
に
発
展
民
主
主
義
運
動
な
ど
の
和
解
を
み
た
。

ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
は
、
そ
の
干
渉
環
境
の
変
化
で
、
チ
ャ
ド

解
決
の
た
め
に
、
引
続
き
以
下
の
決
議
を
採
択
し
て
き
た
。

一
九
八
一
年
六
月
二
七
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
領
土
紛
争
に
関
す

る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.102

（X
Ⅷ

）R
ev.1

。
内

容
は
以
下
の
通
り
。

（
五
一
〇
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

九
三

一
九
二
四
年
の
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
協
定
の
検
討
を
確
認
し
た
。

裁
判
所
で
は
、
両
国
の
間
で
相
互
の
主
張
が
な
さ
れ
、

一
九
九
四
年
二
月
三
日
判
決
が
出
さ
れ
、
リ
ビ
ア
・
チ
ャ
ド
国
境

は
一
九
五
五
年
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ビ
ア
友
好
・
善
隣
条
約
の
規
定
を

確
認
し
て
、
国
境
は
決
着
し
た
。

そ
の
判
決
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

裁
判
所
は
、
…
…

62
、
一
九
一
〇
年
五
月
一
九
日
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
府
と
オ
ス
マ
ン
政
府

間
協
約
は
、
ト
リ
ポ
リ
・
ビ
ラ
イ
エ
ト
（
そ
れ
は
現
在
リ
ビ
ア
の
一
部
で

あ
る
）
と
チ
ュ
ニ
ス
摂
政
（
す
な
わ
ち
、
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
間
の
み

に
関
係
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
し
た
が
っ
て
一
九
五
五
年
の
第
一
条
の
付

録
Ⅰ
に
、
適
切
に
含
ま
れ
る
一
方
、
そ
れ
は
リ
ビ
ア
と
チ
ャ
ド
間
紛
争
に

は
関
係
な
い
。
同
様
に
、
以
来
、
一
九
一
九
年
九
月
一
二
日
の
フ
ラ
ン

ス
・
イ
タ
リ
ア
当
局
は
、
グ
ハ
ダ
メ
ス
と
ト
ウ
モ
間
の
領
域
の
み
を
統
治

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
か
く
し
て
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
間
境
界
は
直
接
の
関

心
な
く
、
裁
判
所
は
、
さ
ら
に
考
察
を
す
る
必
要
は
な
い
、
と
確
認
す
る
。

76
、
同
様
に
、
過
去
に
お
け
る
関
連
地
域
の
占
領
の
有
効
性
、
及
び
そ

れ
が
恒
常
的
で
、
平
和
的
で
、
及
び
認
識
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、

そ
の
よ
う
に
、
ま
た
こ
の
事
件
に
お
け
る
画
定
の
た
め
の
問
題
は
な
い
。

一
九
五
五
年
条
約
が
宣
言
又
は
構
成
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
考

A
H
G
/R
es.151

（X
X
Ⅱ

）
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
七

年
七
月
二
九
日
チ
ャ
ド
再
建
及
び
経
済
支
援
を
要
請
し
た
チ
ャ
ド

に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.166

（X
X
Ⅲ

）、

及
び
平
和
努
力
を
支
持
す
る
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
紛
争
に
関
す
る
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.167

（X
X
Ⅲ

）
が
成
立
し
た
。

か
く
て
、
一
九
八
八
年
五
月
二
八
日
特
別
委
員
会
に
よ
る
政
治
解

決
の
目
標
を
確
認
し
た
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
紛
争
に
関
す
る
ア
フ
リ

カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.174

（X
X
Ⅳ

）
が
成
立
し
た
。

一
九
九
〇
年
七
月
一
一
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
紛
争
に
関
す
る
ア
フ

リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.200

（X
X
Ⅵ

）
が
採
択
さ
れ
、

特
別
調
停
委
員
会
の
活
動
継
続
が
確
認
さ
れ
、
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア

領
土
紛
争
特
別
委
員
会
に
よ
る
、
植
民
地
国
境
に
立
脚
し
た
国
境

問
題
の
解
決
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
領
土
問
題
は
、
リ
ビ
ア
と
チ
ャ
ド
の
間
で
平
和
解
決
枠
組

協
定
が
一
九
八
九
年
八
月
三
一
日
締
結
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
八
月

三
一
日
リ
ビ
ア
は
、
以
上
の
解
決
原
則
に
従
う
国
際
司
法
裁
判
所

に
対
し
領
土
問
題
を
付
託
し
、
同
時
に
特
別
委
員
会
に
よ
る
協
定

履
行
の
点
検
、
及
び
国
際
連
合
及
び
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
の
助
言

へ
の
了
解
も
確
認
さ
れ
た
。
九
月
一
日
チ
ャ
ド
の
裁
判
所
付
託
登

録
で
は
、
対
象
と
し
て
の
ア
オ
ズ
地
区
、
及
び
一
八
七
八
年
及
び

（
五
一
一
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

九
四

⑵　

西
サ
ハ
ラ
紛
争

ス
ペ
イ
ン
は
一
九
〇
四
年
一
〇
月
三
日
の
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ

ン
宣
言
で
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
の
支
配
を
確
立
し
て
い
た
が
、

一
九
五
六
年
四
月
七
日
モ
ロ
ッ
コ
が
回
復
し
た
。
現
地
で
は
、

一
九
六
八
年
に
サ
ハ
ラ
前
衛
組
織
が
誕
生
し
、
一
九
七
〇
年
サ
ハ

ラ
住
民
の
自
決
要
求
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
他
方
、
一
九
五
七
年
モ

ロ
ッ
コ
で
失
地
回
復
運
動
が
起
こ
り
、
ワ
ド
・
ド
ラ
ラ
地
区
は

一
九
五
八
年
四
月
一
〇
日
モ
ロ
ッ
コ
に
割
譲
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、

ス
ペ
イ
ン
は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
フ
ラ
ン
ス
と
三
角
地
点
の
画

定
に
入
る
と
と
も
に
、
一
九
五
八
年
以
降
、
ス
ペ
イ
ン
は
西
サ
ハ

ラ
の
実
効
的
支
配
を
と
っ
た
。

以
後
、
自
決
を
め
ぐ
っ
て
局
面
は
、
三
つ
の
展
開
を
み
せ
た
。

局
面
Ⅰ
自
決
の
国
際
世
論
の
合
意

一
九
五
六
年
四
月
七
日
ス
ペ
イ
ン
と
モ
ロ
ッ
コ
は
、
ス
ペ
イ
ン

領
モ
ロ
ッ
コ
の
帰
属
に
関
す
る
ス
ペ
イ
ン
・
モ
ロ
ッ
コ
共
同
宣
言

及
び
議
定
書
に
調
印
し
た
が
、
そ
れ
は
モ
ロ
ッ
コ
が
西
サ
ハ
ラ
の

主
権
を
含
意
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

他
方
、
一
九
五
六
年
一
二
月
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
境
界
の
画
定

に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
協
定
が
成
立
し
、
モ
ー
リ
タ
ニ

ア
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

察
を
求
め
ら
れ
な
い
。
無
主
地
の
概
念
、
及
び
セ
ヌ
シ
、
オ
ス
マ
ン
、
又

は
フ
ラ
ン
ス
の
統
治
は
同
様
に
問
題
と
は
関
係
が
な
い
。
同
じ
理
由
か
ら
、

影
響
の
範
囲
及
び
背
後
の
理
論
の
概
念
は
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
所

の
調
査
の
範
囲
内
に
は
な
い
。
こ
の
判
決
は
、
ま
た
、
国
際
連
合
及
び
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
以
前
に
あ
る
通
り
、
紛
争
の
歴
史
を
扱
う
必
要
は
な
い
。

一
九
五
五
年
条
約
は
、
リ
ビ
ア
と
チ
ャ
ド
間
の
境
界
を
完
全
に
画
定
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

77
、
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

裁
判
所
は
、

一
六
票
対
一
票
に
よ
り
、

⑴
偉
大
な
リ
ビ
ア
・
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
人
民
ジ
ャ
マ
ヒ
リ
ア
と
チ
ャ
ド

共
和
国
の
境
界
は
、
一
九
五
五
年
八
月
一
〇
日
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
・
リ

ビ
ア
連
合
王
国
間
で
締
結
さ
れ
た
友
好
・
善
隣
条
約
に
よ
り
画
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

⑵
同
境
界
の
方
向
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
と
確
認
す
る
。

東
経
二
四
度
と
北
緯
一
九
度
三
〇
分
の
交
差
点
か
ら
、
東
経
一
六
度
の

カ
ン
セ
ル
（
か
に
座
）
回
帰
線
の
内
部
地
点
に
直
線
で
至
り
、
そ
し
て
そ

の
地
点
か
ら
東
経
一
五
度
と
北
緯
二
三
度
の
交
差
点
の
地
点
に
直
線
で
至

る
。こ

の
判
決
で
、
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
国
境
紛
争
は
解
決
し
た
。

（
五
一
二
）
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九
五

そ
こ
で
、
一
九
七
〇
年
九
月
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、

モ
ロ
ッ
コ
三
国
は
、
西
サ
ハ
ラ
の
非
植
民
地
化
の
た
め
の
三
国
調

整
委
員
会
（
外
相
会
議
）
を
開
催
し
、
一
九
七
二
年
一
月
第
二
回

会
議
、
五
月
第
三
回
会
議
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
は
、
西
サ
ハ
ラ

及
び
イ
フ
ニ
の
自
決
が
確
認
さ
れ
た
。
他
方
、
一
九
七
三
年
五
月

一
〇
日
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
ヌ
ア
ク
シ
ョ
ッ
ト
で
サ
ギ
エ
・
エ
ル
・

ハ
ム
ラ
及
び
リ
オ
・
デ
・
オ
ロ
解
放
人
民
戦
線
、
す
な
わ
ち
ポ
リ

サ
リ
オP

O
L
IS
A
L
IO

戦
線
が
結
成
さ
れ
、
五
月
二
〇
日
ス
ペ

イ
ン
支
配
に
対
す
る
武
装
解
放
闘
争
に
入
っ
た
。

関
係
の
動
向
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
九
月
一
四
日　

ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
問
題
に
関

す
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
及
び
モ
ロ
ッ
コ
三
国

の
共
同
声
明
発
表
（
ヌ
ア
デ
ィ
ブ
）。

一
九
七
二
年
一
月
四
日
│
五
日　

ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
問
題

に
関
す
る
ア
ル
ジ
ェ
ル
ア
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
三
国

第
二
回
会
議
（
三
国
調
整
委
員
会
）
開
催
（
ク
ア
ク
シ
ョ
ッ

ト
）。一

九
七
二
年
五
月
八
日
│
九
日　

ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
問
題

に
関
す
る
ア
ル
ジ
ェ
ル
ア
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
三
国

第
三
回
会
議
（
三
国
調
整
委
員
会
）
開
催
（
ク
ア
ク
シ
ョ
ッ

国
際
連
合
で
は
、
一
九
六
五
年
以
降
、
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
モ
ロ
ッ
コ
と
協
力
し
て
非
植
民
地
化
を
促

進
し
、
西
サ
ハ
ラ
住
民
の
自
決
の
た
め
、
関
係
当
事
者
と
協
議
し

て
住
民
投
票
に
入
る
よ
う
、
以
下
の
通
り
要
請
し
た
。

一
九
六
五
年
一
二
月
一
六
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2072

（X
X

）

一
九
六
六
年
一
二
月
二
〇
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2229

（X
X
Ⅰ

）

一
九
六
七
年
一
二
月
二
〇
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2354
（X

X
Ⅱ

）

一
九
六
八
年
一
二
月
一
八
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2428

（X
X
Ⅲ

）

一
九
六
九
年
一
二
月
一
六
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2591

（X
X
Ⅳ

）

一
九
七
〇
年
一
二
月
一
四
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2711

（X
X
V

）

一
九
七
二
年
一
二
月
一
四
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議2983

（X
X
Ⅶ

）

一
九
七
三
年
一
二
月
一
四
日
イ
フ
ニ
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ

ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議3162

（X
X
Ⅷ

）

（
五
一
三
）
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九
六

年
七
月
二
八
日
│
八
月
一
日
ア
フ
リ
カ
首
脳
会
議
は
、
決
議

A
H
G
/R
es.75

（Ⅻ

）
で
、
こ
の
勧
告
が
下
る
ま
で
は
非
植
民
地

化
を
妨
げ
る
措
置
を
と
ら
な
い
よ
う
、
ス
ペ
イ
ン
に
要
請
し
た
。

こ
れ
に
従
い
国
連
使
節
団
が
関
係
国
を
歴
訪
し
、
一
〇
月
に
二
つ

の
報
告
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
は
関
係
住
民
及
び
当
事
国
並
び
に
関

係
国
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
国
際

司
法
裁
判
所
は
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
一
六
日
の
勧
告
的
意
見
で
、

モ
ロ
ッ
コ
及
び
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と
の
合
法
的
絆
は
あ
っ
た
と
認
め

た
が
、
住
民
の
自
決
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
と

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
及
び
ス
ペ
イ
ン
は
こ
れ
を
支
持
し
た
が
、

一
九
五
七
年
以
来
、
西
サ
ハ
ラ
に
解
放
軍
を
送
り
込
ん
で
い
た
モ

ロ
ッ
コ
は
一
〇
月
一
六
日
西
サ
ハ
ラ
支
配
の
大
義
の
も
と
国
王
は

「
サ
ハ
ラ
大
行
進
」
を
命
じ
た
。
国
際
連
合
は
サ
ハ
ラ
大
行
進
の

引
揚
げ
を
要
請
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
七
五
年
一
一
月
一
二
日
│

一
四
日
マ
ド
リ
ー
ド
合
意
が
成
立
し
、
こ
れ
に
よ
り
二
五
日
西
サ

ハ
ラ
統
治
を
引
き
継
ぐ
サ
ハ
ラ
統
治
機
関
が
発
足
し
た
。
さ
ら
に
、

一
二
月
二
〇
日
国
連
決
議3458A

・B

（X
X
X

）
で
サ
ハ
ラ
住
民

の
自
決
権
行
使
を
確
認
し
た
。
一
方
、
一
九
七
六
年
三
月
一
二
日

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
が
、
四
月
一
二
日
モ
ロ
ッ
コ
は
そ
れ
ぞ
れ
西
サ
ハ

ラ
州
を
創
設
し
、
七
月
二
二
日
両
国
は
西
サ
ハ
ラ
を
分
割
し
た
。

ト
）。一

九
七
三
年
五
月
一
〇
日　

ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
線
、
政
治
宣

言
採
択
（
ヌ
ア
ク
シ
ョ
ッ
ト
）。

一
九
七
三
年
七
月
二
三
日
│
二
四
日　

ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ

問
題
に
関
す
る
ア
ル
ジ
ェ
ル
ア
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ

三
国
首
脳
会
議
開
催
（
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
）。

一
九
七
四
年
八
月
二
五
日
│
三
一
日　

ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
第

二
回
人
民
相
会
議
、
政
治
宣
言
採
択
。

一
九
七
四
年
九
月　

モ
ロ
ッ
コ
の
イ
ス
テ
ィ
ク
ラ
ル
党
第
九

回
大
会
開
催
、
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
回
復
の
綱
領
採
択
。

局
面
Ⅱ
自
決
手
続
き
の
確
立

こ
の
事
態
に
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
一
九
七
四
年
七
月
一
〇
日
、
八

月
二
〇
日
国
際
連
合
に
対
し
サ
ハ
ラ
住
民
に
よ
る
自
決
権
の
行
使

に
つ
き
構
想
を
送
付
し
た
。
こ
の
自
決
権
の
行
使
を
め
ぐ
り
独
立

か
モ
ロ
ッ
コ
又
は
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
へ
の
帰
属
か
の
問
題
、
特
に
モ

ロ
ッ
コ
の
大
モ
ロ
ッ
コ
主
義
の
主
張
が
表
面
化
し
た
。
モ
ロ
ッ
コ

は
、
一
九
七
四
年
五
月
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と
と
も
に
、
国
際
司
法
裁

判
所
に
対
し
共
同
所
有
権
の
要
求
を
付
託
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
、

こ
れ
に
応
じ
ず
、
一
二
月
一
三
日
の
国
連
決
議3292

（X
X
Ⅸ

）

は
、
勧
告
的
意
見
を
同
裁
判
所
に
求
め
た
。
同
時
に
、
一
九
七
五

（
五
一
四
）
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九
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法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

1
、
西
サ
ハ
ラ
は
無
主
地
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
、
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
と
の
間
に
法
的
な
結
び
つ
き
が
存
在
し
て
い
た
。

2
、
ス
ペ
イ
ン
が
植
民
地
化
し
た
時
点
で
は
、
モ
ロ
ッ
コ
の
サ

ル
タ
ン
と
西
サ
ハ
ラ
住
民
の
間
に
法
の
原
則
が
あ
っ
た
。

一
九
七
五
年
一
一
月
一
四
日
西
サ
ハ
ラ
に
関
す
る
ス
ペ
イ
ン
、

モ
ロ
ッ
コ
、
及
び
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
三
国
の
共
同
声
明
（
マ
ド
リ
ー

ド
合
意
）
は
、
以
下
の
二
点
に
あ
っ
た
。

1
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
臨
時
政
府
機
関
を
設
立
し
て
、
一
九
七
六

年
二
月
ま
で
に
西
サ
ハ
ラ
か
ら
引
き
揚
げ
る
。

2
、
ジ
ェ
マ
ー
を
通
じ
て
サ
ハ
ラ
住
民
の
意
見
を
尊
重
す
る
。

か
く
て
、
以
下
の
一
九
七
五
年
一
二
月
二
〇
日
ス
ペ
イ
ン
領
サ

ハ
ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議3458A

・B

（X
X
X

）
が
成
立
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
。

1
、
サ
ハ
ラ
住
民
の
本
源
的
権
利
を
確
認
す
る
。

2
、
国
連
報
告
及
び
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
を
尊
重

す
る
。

3
、
植
民
地
諸
国
・
諸
人
民
独
立
宣
言
に
従
う
自
決
を
監
視
す

る
。

4
、
一
九
七
五
年
マ
ド
リ
ー
ド
合
意
を
受
け
入
れ
る
。

他
方
、
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
、
ア
ル
ジ
エ
リ
ア
の
支
援
で
一
一
月

三
日
臨
時
政
府
を
樹
立
し
た
。
そ
こ
で
は
、
西
サ
ハ
ラ
の
自
決
を

め
ぐ
り
世
論
と
動
向
は
二
分
化
し
て
い
た
。

そ
の
国
連
使
節
団
報
告
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
一
〇
月
九
日
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
訪
問
国
連
使
節

団
の
報
告A

/A
C
.109/L

.106

。

1
、
関
係
当
事
国
、
⑴
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ハ
ラ
領
土
保
全
、
⑵
モ

ロ
ッ
コ
の
サ
ハ
ラ
に
対
す
る
権
利
要
求
、
⑶
モ
ー
リ
タ
ニ
ア

の
サ
ハ
ラ
は
不
可
分
な
部
分
と
し
て
の
確
認
、
⑷
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
サ
ハ
ラ
住
民
の
利
益
に
よ
る
解
決
を
確
認
し
た
。

2
、
サ
ハ
ラ
住
民
の
政
治
的
立
場
を
確
認
し
た
。

3
、
サ
ハ
ラ
住
民
が
自
ら
の
将
来
を
決
定
す
る
措
置
を
と
る
べ

く
求
め
た
。

一
九
七
五
年
一
〇
月
一
一
日
ス
ペ
イ
ン
領
サ
ハ
ラ
訪
問
国
連
使

節
団
の
追
加
報
告A
/A
C
.109/L

.106.A
nnex

。

1
、
三
国
交
渉
の
内
容
に
懸
念
を
示
し
た
。

2
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
難
民
の
存
在
に
注
意
を
促
し
た
。

3
、
国
連
決
議1514

（X
V

）
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
し
た
。

一
九
七
五
年
一
〇
月
一
六
日
西
サ
ハ
ラ
事
件
に
関
す
る
国
際
司

（
五
一
五
）
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九
八

ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
覚
書A

/31/45,S
/11971

の
要
点
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

1
、
西
サ
ハ
ラ
住
民
の
非
植
民
地
化
を
支
持
す
る
。

2
、
サ
ハ
ラ
住
民
の
権
利
確
認
し
た
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告

的
意
見
を
支
持
す
る
。

3
、
サ
ハ
ラ
人
民
の
自
決
権
行
使
を
支
持
す
る
。

4
、
マ
ド
リ
ー
ド
合
意
は
現
実
の
障
害
で
あ
り
、
適
切
な
自
決

の
行
使
を
求
め
る
。

同
年
五
月
一
七
日
送
付
の
、
西
サ
ハ
ラ
の
自
決
に
関
す
る
国
連

事
務
総
長
あ
て
ブ
ー
テ
フ
リ
カ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
民
民
主
共
和

国
外
相
の
書
簡A

/31/96,S
/12076

は
、
マ
ド
リ
ー
ド
合
意
に

お
け
る
侵
略
政
策
の
規
制
事
実
化
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
同
七
六
年
六
月
二
三
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る
国

連
事
務
総
長
あ
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国
連
代
表
の
書
簡

A
/31,S

/12108

は
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
マ
ド
リ
ー
ド
合
意
に
よ

る
非
植
民
地
化
の
事
態
を
確
認
し
た
。

局
面
Ⅳ
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
に
よ
る
サ
ハ
ラ
自
決

こ
う
し
た
自
決
の
実
施
を
め
ぐ
る
立
場
の
対
立
の
な
か
、
自
決

の
打
開
を
求
め
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
は
、
一
九
七
七
年
一
〇
月

の
サ
ハ
ラ
自
決
に
関
す
る
覚
書
を
受
け
て
、
国
際
連
合
の
枠
組
み

5
、
臨
時
行
政
機
関
は
サ
ハ
ラ
住
民
の
自
決
権
を
確
保
す
る
。

局
面
Ⅲ
自
決
を
め
ぐ
る
対
立

国
連
決
議3458B

（X
X
X

）
に
従
い
一
九
七
六
年
二
月
二
六
日

ス
ペ
イ
ン
軍
が
引
き
揚
げ
る
段
階
で
、
同
二
六
日
ジ
ェ
マ
ー
特
別

会
議
が
自
決
を
確
認
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
そ
の
独
立
の
立
場
を

支
持
す
る
一
方
、
二
八
日
モ
ロ
ッ
コ
は
モ
ロ
ッ
コ
及
び
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
へ
の
領
土
の
移
管
措
置
を
と
り
、
四
月
一
四
日
モ
ー
リ
タ
ニ

ア
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
と
モ
ロ
ッ
コ
王
国
間
の
国
境
画
定
協
約
で

北
部
の
三
分
の
二
を
モ
ロ
ッ
コ
に
、
南
部
の
三
分
の
一
を
モ
ー
リ

タ
ニ
ア
に
分
割
し
た
。
他
方
、
二
月
二
七
日
ビ
ル
ハ
レ
ル
で
サ
ハ

ラ
・
ア
ラ
ブ
人
民
民
主
共
和
国
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｄ
が
樹
立
さ
れ
た
。
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
は
、
一
九
七
六
年
五
月
モ
ロ
ッ
コ
と
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の

か
か
る
措
置
は
国
連
決
議3458B

（X
X
X

）
に
反
す
る
と
国
際
連

合
に
通
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
六
月
一
四
日
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
は
文

書A
/31/106,S

/12095

で
反
論
し
、
双
方
の
間
で
論
争
と
な
っ

た
。
一
九
七
七
年
六
月
九
日
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
公
開
書
簡
で
サ

ハ
ラ
解
放
を
確
認
し
、
モ
ロ
ッ
コ
及
び
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
に
よ
る
サ

ハ
ラ
人
民
に
対
す
る
人
的
侵
害
及
び
犯
罪
的
植
民
地
的
企
て
を
指

摘
し
た
。

そ
の
一
九
七
六
年
二
月
六
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る
ア
ル

（
五
一
六
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

九
九

リ
タ
ニ
ア
の
西
サ
ハ
ラ
放
棄
に
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通

り
。1

、
植
民
地
国
境
に
基
づ
く
自
決
を
達
成
す
る
。

2
、
ポ
リ
サ
リ
オ
は
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
に
対
す
る
領
土
要
求
を

求
め
な
い
。

3
、
サ
ハ
ラ
人
民
と
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
は
平
和
協
定
を
締
結
す
る
。

4
、
平
和
協
定
は
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
の
下
に
実
施
す
る
。

同
時
に
調
印
の
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
間
の
平
和

協
定
の
秘
密
条
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
西
サ
ハ
ラ
と
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
両
人
民
は
領
土
保
全
及
び

主
権
が
保
証
さ
れ
る
。

2
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
は
西
サ
ハ
ラ
の
部
分
を
七
カ
月
以
内
に
西

サ
ハ
ラ
に
引
き
渡
す
。

3
、
植
民
地
国
境
は
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
憲
章
及
び
国
際
連

合
憲
章
の
原
則
の
下
に
尊
重
す
る
。

4
、
戦
争
は
終
結
し
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
は
領
土
要
求
を
し
な
い
。

一
方
、
同
七
九
年
六
月
二
三
日
第
二
回
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
西

サ
ハ
ラ
問
題
国
家
首
脳
特
別
委
員
会
の
勧
告
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
合

意
は
主
権
の
移
譲
を
構
成
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、

七
月
一
六
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
の
決

と
協
力
で
、
一
九
七
八
年
七
月
二
二
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る

ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.92

（X
V

）
で
西
サ
ハ
ラ
人

民
の
自
決
の
原
則
を
確
認
し
、
西
サ
ハ
ラ
問
題
国
家
首
脳
特
別
委

員
会
を
カ
ル
ツ
ー
ム
に
発
足
さ
せ
、
一
二
月
一
日
ア
フ
リ
カ
統
一

機
構
西
サ
ハ
ラ
問
題
国
家
首
脳
特
別
委
員
会
第
一
会
期
の
最
終
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
で
西
サ
ハ
ラ
の
平
和
的
追
求
に
入
っ
た
。
一
九
七
八
年

一
一
月
│
一
二
月
第
二
回
会
議
で
住
民
投
票
に
よ
る
⒜
完
全
独
立
、

⒝
現
状
維
持
の
選
択
の
実
施
を
決
め
た
。

そ
し
て
現
地
で
の
戦
闘
の
終
止
と
と
も
に
、
一
九
八
一
年
八
月

二
四
日
│
二
六
日
ナ
イ
ロ
ビ
で
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
西
サ
ハ
ラ
実

施
委
員
会
の
住
民
投
票
の
実
施
を
決
定
し
た
。
そ
の
要
点
は
以
下

の
通
り
。

1
、
自
決
の
住
民
投
票
の
実
施
。

2
、
西
サ
ハ
ラ
地
域
で
の
住
民
投
票
。

3
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
難
民
資
料
の
確
認
。

4
、
住
民
投
票
の
た
め
の
国
連
使
節
団M

IN
U
R
S
O

の
設
立

及
び
機
能
遂
行
の
要
請
。

局
面
は
、
住
民
投
票
へ
向
け
た
選
択
の
履
行
確
保
に
移
っ
た
。

一
九
七
九
年
八
月
五
日
ア
ル
ジ
ェ
で
以
下
の
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と

ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
間
の
平
和
協
定
が
成
立
し
た
。
そ
れ
は
、
モ
ー

（
五
一
七
）
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〇
一
八
年
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月
）

一
〇
〇

1
、
自
決
の
住
民
投
票
の
実
施
。

2
、
西
サ
ハ
ラ
地
域
で
の
住
民
投
票
。

3
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
難
民
資
料
の
確
認
。

4
、
住
民
投
票
の
た
め
の
国
連
使
節
団M

IN
U
R
S
O

の
設
立

及
び
機
能
遂
行
の
要
請
。

一
九
八
二
年
二
月
サ
ハ
ラ
・
ア
ラ
ブ
民
主
共
和
国
が
ア
フ
リ
カ

統
一
機
構
に
加
盟
し
た
こ
と
で
、
モ
ロ
ッ
コ
は
一
九
八
四
年
に
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
を
脱
退
し
た
。
一
九
八
八
年
に
モ
ロ
ッ
コ
は
住

民
投
票
を
受
け
入
れ
、
一
九
九
〇
年
六
月
一
九
日
国
連
事
務
総
長

報
告
「
西
サ
ハ
ラ
に
関
す
る
事
態
」S

/21360

が
提
出
さ
れ
、
そ

の
要
点
は
以
下
に
あ
っ
た
。

1
、M

IN
U
R
S
O

に
よ
る
停
戦
の
「
Ｄ
日
」
は
効
果
的
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

2
、
モ
ロ
ッ
コ
は
対
応
し
つ
つ
あ
る
。

3
、
投
票
者
の
確
認
は
十
分
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
な

い
。

4
、
住
民
投
票
は
、
提
案
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
、
停
戦
の
実
施
、
住
民
投
票
の
準
備
に
入
っ
た
。

同
九
〇
年
六
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
の
事
態
に
関
す
る
国
連
決

議658

（1990
）
が
採
択
さ
れ
、
⑴
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
に

定A
H
G
/D
ecs.114

（X
Ⅵ

）
は
、
住
民
投
票
を
含
む
、
西
サ
ハ

ラ
国
家
首
脳
委
員
会
の
方
針
を
確
認
し
た
。

一
九
七
九
年
一
一
月
二
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る
国
連
決

議34/37
は
、
以
下
を
指
摘
し
た
。

1
、
西
サ
ハ
ラ
人
民
の
自
決
権
を
確
認
し
た
。

2
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
の
西
サ
ハ
ラ
へ
の
関
与
を
指
摘
し
た
。

3
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
西
サ
ハ
ラ
人
民
と
の
平
和
的
解
決
を
支

持
す
る
。

4
、
モ
ロ
ッ
コ
に
対
し
西
サ
ハ
ラ
占
領
の
中
止
を
要
請
す
る
。

5
、
西
サ
ハ
ラ
の
リ
オ
・
デ
・
オ
ロ
解
放
人
民
戦
線
の
平
和
解

決
へ
の
参
加
を
支
持
す
る
。

一
九
七
九
年
一
二
月
五
日
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
西
サ
ハ
ラ
国
家

首
脳
特
別
委
員
会
第
三
会
期
の
新
聞
発
表
は
、
西
サ
ハ
ラ
の
停
戦

遵
守
と
住
民
投
票
に
よ
る
自
決
権
の
行
使
を
勧
告
し
た
。
そ
こ
で
、

一
九
八
一
年
六
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統

一
機
構
決
議A
H
G
/R
es.103

（X
Ⅷ

）
は
、
モ
ロ
ッ
コ
に
よ
る
西

サ
ハ
ラ
住
民
投
票
の
受
け
入
れ
を
歓
迎
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
八
一
年
八
月
二
四
日
│
二
六
日
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
西
サ
ハ

ラ
実
施
委
員
会
は
、
住
民
投
票
の
実
施
を
決
定
し
た
。
そ
の
決
定

は
、
以
下
の
通
り
。

（
五
一
八
）
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一
〇
一

合
意
し
、
そ
し
て
一
九
九
二
年
に
そ
の
実
施
が
予
定
さ
れ
た
が
、

モ
ロ
ッ
コ
は
拒
否
し
た
。
以
後
、
事
態
は
進
ん
で
い
な
く
、
そ
こ

で
一
九
九
七
年
九
月
一
四
日
│
一
六
日
に
、
西
サ
ハ
ラ
住
民
投
票

に
関
す
る
「
第
四
次
直
接
交
渉
の
結
果
」
と
題
す
る
ホ
ー
ス
ト
ン

合
意
が
成
立
し
た
。
本
協
定
は
、
国
連
事
務
総
長
解
決
提
案
計
画

（S
/1360

）
の
西
サ
ハ
ラ
交
渉
の
最
終
結
果
と
し
て
確
認
さ
れ
、

そ
の
要
点
は
、
⑴
住
民
投
票
当
事
者
の
確
認
、
⑵
国
連
住
民
投
票

の
処
理
手
続
き
、
⑶
確
認
委
員
会
に
よ
る
そ
の
実
施
の
確
認
、
⑷

ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
請
さ
れ
る
と

あ
っ
た
。

ホ
ー
ス
ト
ン
合
意
の
全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ　

当
事
者
の
宣
言

1
、
当
事
者
は
、
確
認
過
程
、
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
隊
、
難
民
、
懲
役

者
、
拘
禁
者
、
及
び
監
禁
者
の
回
復
、
同
様
に
住
民
投
票
闘
争
の
た
め
に

処
理
法
典
に
関
し
て
彼
ら
の
誓
約
を
遵
守
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

2
、
当
事
者
は
、
参
加
者
及
び
認
め
ら
れ
た
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
双
方
の
た

め
に
、
国
際
連
合
が
す
べ
て
の
制
限
か
ら
自
由
、
衡
平
、
及
び
透
明
で
、

そ
し
て
自
由
で
あ
る
住
民
投
票
を
組
織
化
し
か
つ
処
理
す
る
解
決
計
画
に

よ
り
要
請
さ
れ
る
こ
と
を
了
解
し
か
つ
合
意
す
る
。
彼
ら
は
、
ま
た
、
彼

が
か
か
る
条
件
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
る
と
満
足
で
き
る
住
民
投
票
闘
争
の

よ
る
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
と
の
協
力
の
下
で
の
、
西
サ
ハ
ラ
人

民
の
自
決
の
住
民
投
票
を
確
認
す
る
。
⑵
西
サ
ハ
ラ
解
決
計
画
し

て
の
そ
の
履
行
を
要
請
す
る
、
と
決
定
し
た
。
一
九
九
一
年
四
月

国
際
連
合
の
仲
介
で
モ
ロ
ッ
コ
と
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
停
戦
に
合

意
し
、
国
連
決
議690
（1991

）
に
基
づ
き
、
九
月
国
連
西
サ
ハ

ラ
住
民
投
票
監
視
団M

IN
U
R
S
O

が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
住
民
投

票
は
履
行
の
局
面
に
入
っ
た
。

そ
の
一
九
九
一
年
四
月
二
九
日
西
サ
ハ
ラ
の
事
態
に
関
す
る
国

連
決
議690

（1991

）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

1
、
西
サ
ハ
ラ
の
自
決
の
た
め
の
住
民
投
票
の
確
認
。

2
、
国
連
西
サ
ハ
ラ
住
民
投
票
使
節
団
の
設
立
。

3
、
西
サ
ハ
ラ
人
民
の
自
決
の
た
め
の
住
民
投
票
の
、
ア
フ
リ

カ
統
一
機
構
と
の
協
力
に
よ
る
国
際
連
合
の
実
施
。

そ
し
て
同
年
一
二
月
三
一
日
西
サ
ハ
ラ
の
事
態
に
関
す
る
国
連

決
議725

（1991

）
で
、
西
サ
ハ
ラ
人
民
の
自
決
の
た
め
の
住
民

投
票
の
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
と
の
協
力
に
よ
る
国
際
連
合
の
実

施
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
住
民
投
票
は
、
住
民
の
投
票
権
を
め
ぐ
り
そ
の
投
票
の
実

施
が
幾
度
と
な
く
延
期
さ
れ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
一
九
九
一
年

に
モ
ロ
ッ
コ
と
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
、
国
際
連
合
の
解
決
計
画
に

（
五
一
九
）
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一
〇
二

決
議658

（1990

）
に
関
し
て
、
西
サ
ハ
ラ
に
関
す
る
事
態
に
関
す
る

国
連
事
務
総
長
報
告
（S

/21360

）
を
安
全
保
障
理
事
会
が
承
認
し
た
こ

と
に
よ
り
、

決
議690

（1991

）
に
関
し
て
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
連
事
務
総
長

報
告
（S

/22464

）
を
承
認
し
、
そ
し
て
そ
の
権
威
の
下
に
西
サ
ハ
ラ
に

お
け
る
住
民
投
票
の
た
め
の
国
連
使
節
団
（M

IN
U
R
S
O

）
を
決
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、

「
解
決
計
画
」
と
し
て
全
体
的
に
言
及
さ
れ
た
前
掲
の
事
務
総
長
報
告

に
関
し
て
、

一
九
九
一
年
一
一
月
八
日
に
事
務
総
長
に
よ
り
発
出
さ
れ
た
西
サ
ハ
ラ

に
お
け
る
住
民
投
票
の
組
織
及
び
処
理
の
た
め
の
一
般
規
則

（S
/26185,annex

Ⅲ

）
の
五
及
び
八
か
ら
一
〇
ま
で
に
関
し
て
、
及
び

西
サ
ハ
ラ
人
民
の
自
決
に
関
す
る
住
民
投
票
は
、
自
由
か
つ
公
平
で
あ

り
、
軍
又
は
行
政
誓
約
な
し
に
及
び
い
か
な
る
脅
迫
又
は
干
渉
な
し
に
、

以
下
に
定
め
る
処
理
法
典
は
住
民
投
票
を
運
営
す
る
べ
く
確
保
す
る
た
め

に
、両

当
事
者
と
協
議
の
後
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
よ
り
作
成
さ
れ
か
つ

発
せ
ら
れ
る
本
処
理
法
典
は
、
住
民
投
票
に
お
け
る
一
方
又
は
他
方
の
同

参
加
者
を
支
持
し
て
事
務
総
長
特
別
代
表
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
党
及
び
者

又
は
者
の
集
団
の
住
民
投
票
闘
争
を
通
じ
た
処
理
及
び
状
況
を
管
理
す
る
。

出
発
は
国
連
特
別
代
表
が
定
め
る
こ
と
を
了
解
し
か
つ
合
意
す
る
。

3
、
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
は
、
暫
定
期
間
を
通
じ
て
国
際
連
合
の
権

原
及
び
権
威
は
、
解
決
計
画
に
定
め
る
通
り
、
そ
し
て
住
民
投
票
を
通
じ

て
、
処
理
法
典
に
定
め
ら
れ
る
通
り
、
他
の
事
項
の
な
か
で
も
、
言
論
及

び
集
会
の
、
及
び
新
聞
の
完
全
な
自
由
、
同
様
に
領
土
以
外
の
及
び
以
内

の
個
人
及
び
財
産
の
移
動
の
自
由
が
あ
り
、
か
く
し
て
す
べ
て
の
抑
制
、

脅
迫
、
及
び
困
惑
か
ら
自
由
な
住
民
投
票
が
国
際
連
合
に
よ
り
組
織
及
び

処
理
さ
れ
る
公
共
か
つ
平
穏
の
風
潮
を
創
成
す
る
べ
く
確
保
す
る
よ
う
適

用
さ
れ
る
。

4
、
事
務
総
長
の
特
別
代
表
は
、
自
由
、
公
平
、
及
び
透
明
性
の
住
民

投
票
の
組
織
及
び
処
理
を
も
っ
て
に
抵
触
す
る
不
正
、
欺
瞞
、
窮
迫
、
又

は
困
惑
を
禁
止
す
る
指
示
を
発
す
る
権
威
が
あ
り
、
そ
し
て
同
様
に
住
民

投
票
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
見
地
を
放
送
す
る
べ
く
促
進
す
る
す
べ
て
の

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
に
対
す
る
平
等
な
取
り
組
み
を
す
べ
て
の
当
事
者

が
取
り
組
む
こ
と
を
必
要
と
す
る
権
限
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

の
便
宜
は
、
す
べ
て
の
投
票
者
に
彼
ら
の
権
利
及
び
義
務
を
通
知
す
る
た

め
に
、
住
民
投
票
に
関
す
る
公
的
情
報
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
適
切
と

見
做
さ
れ
る
限
度
に
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
国
際
連
合
の
支
出
を
可
能

と
す
る
。

Ⅱ　

西
サ
ハ
ラ
の
住
民
投
票
闘
争
の
た
め
の
処
理
法
典

（
五
二
〇
）
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一
〇
三

を
も
阻
止
す
る
よ
う
者
又
は
者
の
集
団
が
い
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
解
決
に
従
うU

N
H
C
R

の
主
宰
下
に
帰
還
す
る
者

か
ら
離
れ
て
、
当
事
者
が
特
別
代
表
の
表
明
さ
れ
た
権
威
な
し
に
領
土
に

入
り
実
質
数
上
の
人
民
の
移
管
又
は
移
動
を
奨
励
し
、
支
持
し
、
又
は
促

進
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

5
、
伝
統
的
武
器
を
含
む
、
い
か
な
る
種
類
の
武
器
の
保
持
も
、
住
民

投
票
闘
争
に
関
連
し
た
い
ず
れ
の
会
合
、
行
進
、
示
威
、
又
は
政
治
的
再

編
成
を
通
じ
て
厳
格
に
禁
止
さ
れ
る
。

6
、
三
〇
又
は
そ
れ
以
上
の
者
を
巻
き
込
む
会
合
、
示
威
、
又
は
政
治

的
再
編
成
も
、
現
在
の
治
安
軍
と
協
議
す
るM

IN
U
R
S
O

市
民
警
察
の

文
書
で
の
事
前
承
認
な
し
に
保
持
さ
れ
又
は
組
織
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

処
理
法
典
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
又
は
許
さ
れ
る
か
か
る
教
護
の
す
べ
て
の

事
例
に
お
い
て
、
特
別
代
表
に
よ
り
単
独
に
決
定
さ
れ
る
。
当
事
者
は
、

そ
の
開
催
の
意
図
に
つ
きM

IN
U
R
S
O

市
民
警
察
に
通
告
し
、
そ
し
て

提
案
さ
れ
た
示
威
に
先
立
ち
、
少
な
く
と
も
二
日
に
必
要
と
さ
れ
る
承
認

に
適
用
さ
れ
る
。

7
、
現
在
の
治
安
軍
の
点
検
を
含
め
、
そ
の
機
能
に
従
い
、

M
IN
U
R
S
O

市
民
警
察
は
、
対
立
す
る
当
事
者
の
会
合
、
行
進
、
示
威
、

及
び
再
編
成
は
、
同
時
に
又
は
脅
威
と
な
る
公
共
秩
序
及
び
安
全
の
方
法

お
い
て
、
相
互
に
持
た
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
。
両
当
事
者
は
、
こ
の

1
、
国
民
投
票
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
に
対
す
る
唯
一
の
か
つ
執
行

権
威
は
、
そ
の
組
織
及
び
処
理
を
含
め
、
国
際
連
合
に
付
与
さ
れ
る
。
こ

の
権
威
は
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
よ
る
解
決
計
画
に
よ
り
設
立
さ
れ
る

枠
内
で
遂
行
さ
れ
る
。

2
、
特
別
代
表
は
、
解
決
計
画
に
従
い
、
住
民
投
票
闘
争
の
開
始
日
を

定
め
、
そ
れ
は
自
由
及
び
公
平
な
闘
争
の
た
め
の
す
べ
て
の
条
件
が
満
た

さ
れ
る
と
彼
が
満
足
で
き
る
時
点
で
な
さ
れ
、
そ
の
日
は
、
住
民
投
票
を

定
め
る
日
に
先
立
ち
三
週
間
と
す
る
。
住
民
投
票
闘
争
活
動
は
、
同
日
に

先
立
ち
開
始
さ
れ
る
。

3
、
両
当
事
者
は
、
こ
の
法
典
の
規
定
に
従
い
、
前
掲
の
2
に
お
け
る

こ
の
目
的
の
た
め
に
定
め
ら
れ
る
時
期
を
通
じ
て
、
投
票
す
る
資
格
が
あ

る
者
の
支
持
の
た
め
に
自
由
に
闘
争
す
る
資
格
が
あ
る
。
各
当
事
者
は
、

こ
れ
に
関
し
て
他
方
の
当
事
者
の
相
当
す
る
権
利
を
尊
重
す
る
。

4
、
両
当
事
者
は
、
投
票
中
心
へ
の
接
近
を
求
め
る
者
の
脅
迫
を
含
む
、

い
ず
れ
の
形
式
の
脅
迫
の
禁
止
を
表
明
し
て
闘
争
の
事
件
及
び
活
動
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
者
又
は
者
の
集
団
の
権
利
を
尊
重
す
る
。
当

事
者
は
、
異
な
っ
た
政
治
見
解
を
持
つ
他
者
に
よ
る
組
織
さ
れ
る
会
合
、

示
威
、
及
び
再
結
集
を
分
裂
さ
せ
る
者
又
は
者
の
集
団
が
な
い
よ
う
展
望

す
る
。
両
当
事
者
彼
ら
自
身
と
違
う
政
治
的
立
場
に
向
か
う
者
に
よ
り
組

織
さ
れ
る
会
合
、
示
威
、
又
は
政
治
的
再
結
集
に
参
加
す
る
い
ず
れ
の
者

（
五
二
一
）
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一
〇
四

明
す
る
べ
く
、
解
決
計
画
の
下
に
定
め
ら
れ
た
観
察
管
理
の
権
利
を
尊
重

す
る
。

11
、
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
デ
オ
装
備
、
テ
ー
プ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
及
び
合
理

的
限
度
内
の
乗
物
と
い
っ
た
、
正
常
に
使
用
さ
れ
る
選
挙
資
材
は
、
闘
争

活
動
は
認
め
ら
れ
る
。
国
連
旗
以
外
の
国
民
の
色
又
は
旗
は
、
い
ず
れ
の

闘
争
活
動
又
は
場
所
に
お
い
て
使
用
で
き
な
い
。
一
九
九
七
年
九
月
一
四

日
に
樹
立
さ
れ
た
政
府
を
除
い
て
、
い
ず
れ
の
国
民
の
色
又
は
旗
を
表
示

で
き
な
い
。

12
、
両
当
事
者
は
、
常
時
、
攻
撃
的
又
は
戦
闘
的
で
あ
る
、
又
は
脅
威

と
な
る
又
は
い
ず
れ
か
の
形
式
で
暴
力
事
件
と
な
る
言
語
を
避
け
て
、
選

挙
事
件
の
発
言
を
す
る
よ
う
確
保
す
る
。

13
、
両
当
事
者
は
、
攻
撃
的
な
、
口
汚
い
、
又
は
戦
闘
的
内
容
を
持
つ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
又
は
ポ
ス
タ
ー
を
、
公
式
に
も
密

か
に
発
行
す
る
の
を
控
え
る
。

14
、
両
当
事
者
は
、
者
又
は
者
集
団
が
対
立
す
る
集
団
の
シ
ン
ボ
ル
を

剽
窃
せ
ず
、
又
は
彼
ら
の
財
産
又
は
選
挙
材
料
を
盗
用
し
、
撤
去
し
、
又

は
破
壊
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
。

15
、
住
民
闘
争
を
通
じ
て
脅
迫
の
又
は
非
合
法
処
理
の
そ
の
他
の
い
ず

れ
の
形
式
の
ど
ん
な
苦
情
又
は
主
張
も
、M

IN
U
R
S
O

市
民
警
察
局
及
び

特
別
代
表
の
現
地
局
の
配
慮
を
直
ち
に
す
る
。
問
題
の
局
長
は
、
彼
の
意

原
則
は
誠
実
に
及
び
合
理
的
に
日
付
又
は
開
催
地
に
お
い
て
同
時
に
適
用

さ
れ
る
た
め
に
、
誠
実
にM

IN
U
R
S
O

と
協
力
す
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

8
、
各
当
事
者
は
、
連
絡
の
直
接
線
を
樹
立
し
、
そ
し
て
領
土
に
お
い

て
特
別
代
表
の
現
場
管
理
と
の
正
常
な
接
触
を
維
持
し
、
そ
し
て
特
別
代

表
が
自
由
及
び
公
平
闘
争
を
確
保
す
る
た
め
に
す
る
必
要
と
さ
れ
又
は
必

要
で
あ
る
い
ず
れ
の
情
報
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
を
保
持
す
る
。

9
、
両
当
事
者
は
、
住
民
投
票
に
参
加
す
る
資
格
が
あ
る
す
べ
て
の
投

票
者
の
部
分
に
関
し
て
住
民
投
票
の
部
分
と
し
て
処
理
さ
れ
る
承
認
さ
れ

た
政
治
会
合
、
示
威
、
行
進
、
及
び
再
編
成
に
参
加
す
る
権
利
を
尊
重
す

る
。
必
要
な
と
こ
ろ
で
は
、
特
別
代
表
は
、
現
在
の
治
安
軍
と
の
協
議
を

含
め
、
治
安
及
び
関
係
者
の
接
近
の
自
由
を
確
保
す
る
適
切
な
措
置
を
と

る
。10

、
両
当
事
者
は
、
住
民
投
票
闘
争
及
び
住
民
投
票
を
通
じ
て
処
理
さ

れ
他
す
べ
て
の
公
共
政
治
活
動
を
誓
約
さ
れ
な
い
接
近
を
特
別
代
表
に
よ

り
正
当
に
派
遣
さ
れ
る
国
際
的
及
び
現
地
の
及
び
独
立
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

代
表
を
認
め
、
か
つ
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
か
か
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
、
選

挙
観
察
と
し
て
認
め
ら
れ
か
つ
経
験
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
監
査
の
み

遂
行
で
き
、
そ
し
て
参
加
し
、
そ
し
て
い
ず
れ
の
パ
ル
チ
ザ
ン
活
動
に
も

参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。
両
当
事
者
は
、
同
様
に
、
住
民
投
票
闘
争
及
び

住
民
投
票
を
通
じ
て
処
理
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
政
治
活
動
を
観
察
し
か
つ
証

（
五
二
二
）
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一
〇
五

3
、
作
業
の
週
及
び
作
業
時
間
、
同
様
に
週
間
計
画
を
達
成
す
る
た
め

に
と
ら
れ
る
そ
の
他
の
必
要
な
実
際
的
措
置
は
、
中
心
的
指
導
者
の
処
理

に
あ
る
。

4
、
効
率
性
及
び
経
済
性
の
利
益
に
お
い
て
、
必
要
な
持
ち
回
り
、
ラ

ヨ
ウ
ネ
と
テ
ィ
ン
ド
フ
に
よ
り
一
週
間
一
回
と
ら
れ
る
。
当
事
者
は
、
す

べ
て
の
関
係
参
加
者
、
シ
ェ
イ
ク
、
同
様
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
完
全
な
習

慣
作
業
を
仕
上
げ
る
、
し
た
が
っ
て
成
就
を
可
能
に
す
る
。

5
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
は
、
解
決
計
画
に
従
い
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
招

請
さ
れ
る
。

6
、
当
事
者
は
、
そ
の
機
能
の
行
使
に
お
い
て
確
認
委
員
会
と
十
分
に

協
力
す
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

二
〇
〇
七
年
一
二
月
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
国
連
措
置
を
要
請
す

る
な
ど
、
当
事
者
間
で
の
和
平
交
渉
は
あ
っ
た
も
の
の
、
進
展
は

ま
っ
た
く
な
く
、
二
〇
一
二
年
二
月
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
、
進
展

が
な
け
れ
ば
、
軍
事
闘
争
を
再
開
す
る
と
警
告
し
た
。
三
月
モ

ロ
ッ
コ
と
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
は
交
渉
し
た
が
、
進
展
は
な
か
っ
た
。

モ
ロ
ッ
コ
は
、
二
〇
一
七
年
一
月
Ｏ
Ａ
Ｕ
の
後
身
、
ア
フ
リ
カ

連
合
に
再
加
盟
し
た
が
、
事
態
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
、
モ

ロ
ッ
コ
は
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
西
サ
ハ
ラ
海
岸
に
ま
で
「
砂
の
壁
」
を

建
設
し
、
西
サ
ハ
ラ
の
西
部
が
モ
ロ
ッ
コ
支
配
地
域
、
東
部
は
ポ

見
で
、
暴
力
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
必
要
な
場
合
に
、
現
在
の
安
全
の
通
報

を
含
む
、
問
題
を
解
決
す
る
措
置
を
直
ち
に
と
る
。
こ
れ
が
可
能
で
な
け

れ
ば
、
問
題
は
、
決
定
の
た
め
に
特
別
代
表
に
言
及
さ
れ
、
そ
れ
が
最
終

と
な
る
。

16
、
両
当
事
者
は
、
本
処
理
法
典
の
厳
格
な
遵
守
を
要
請
さ
れ
る
す
べ

て
の
者
又
は
者
の
集
団
に
命
令
を
発
し
、
そ
し
て
法
典
の
効
果
的
な
履
行

を
確
保
す
る
に
必
要
な
他
の
い
っ
さ
い
の
措
置
を
と
る
。

17
、
両
当
事
者
は
、
領
土
を
通
じ
た
処
理
法
典
の
公
表
に
お
い
て
、
そ

し
て
そ
れ
を
最
大
可
能
広
範
な
普
及
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
特
別
代
表
と

協
力
す
る
。

18
、
事
務
総
長
特
別
代
表
は
、
移
動
の
自
由
及
び
住
民
の
安
全
を
保
証

す
る
責
任
を
有
す
る
。
両
当
事
者
は
、
こ
れ
ら
権
利
の
尊
重
を
確
保
す
る

た
め
に
最
大
の
こ
と
を
な
す
こ
と
を
了
解
す
る
。

Ⅲ　

確
認
回
収
の
た
め
に
と
ら
れ
る
実
際
的
措
置

1
、
確
認
過
程
を
履
行
す
る
責
任
は
確
認
委
員
会
に
あ
る
。

2
、
委
員
は
、
確
認
の
た
め
の
予
定
表
及
び
現
地
を
、
同
様
に
確
認
の

た
め
の
運
用
手
続
き
を
確
認
す
る
。
確
認
委
員
会
の
議
長
は
、
確
認
さ
れ

る
各
部
族
集
団
の
シ
ェ
イ
ク
及
び
代
行
者
の
名
簿
は
、
当
事
者
と
の
協
議

に
従
い
議
長
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
後
、
正
当
な
時
期
に
関
連
の
招
集
リ
ス

ト
を
当
事
者
に
通
報
し
か
つ
提
供
す
る
。

（
五
二
三
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

一
〇
六

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1238

（1999

）。

一
九
九
九
年
九
月
一
三
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1263

（1999

）。

一
九
九
九
年
一
二
月
一
四
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1282

（1999

）。

二
〇
〇
〇
年
二
月
二
九
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1292

（2000

）。

二
〇
〇
〇
年
五
月
三
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1301

（2000

）。

二
〇
〇
〇
年
七
月
二
五
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1309

（2000

）。

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1324

（2000

）。

二
〇
〇
一
年
二
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1342

（2001

）。

二
〇
〇
一
年
四
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1349

（2001

）。

二
〇
〇
一
年
六
月
二
九
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1359

（2001

）。

二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

リ
サ
リ
オ
戦
線
の
支
配
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

国
連
解
決
計
画
の
合
意
以
降
に
お
け
る
計
画
の
進
展
に
関
す
る

国
連
文
書
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
国
連
決
議
も
、

西
サ
ハ
ラ
住
民
投
票
の
実
施
に
よ
る
自
決
手
続
き
を
要
請
し
て
い

る
。

一
九
九
八
年
九
月
一
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1198

（1998

）。

一
九
九
八
年
一
〇
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M
IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1198
（1998

）。

一
九
九
八
年
一
二
月
一
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1215

（1998
）。

一
九
九
九
年
一
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1224

（1999

）。

一
九
九
九
年
二
月
一
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1228

（1999

）。

一
九
九
九
年
三
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1232

（1999

）。

一
九
九
九
年
四
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1235

（1999

）。

一
九
九
九
年
五
月
一
四
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

（
五
二
四
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

一
〇
七

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1570

（2004

）。

二
〇
〇
五
年
四
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1598

（2005

）。

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1634

（2005

）。

二
〇
〇
六
年
四
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1675

（2006

）。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
三
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1523

（2006

）。

二
〇
〇
七
年
四
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1754

（2007

）。

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1783

（2007

）。

二
〇
〇
八
年
四
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1813

（2008

）。

二
〇
〇
九
年
四
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1871

（2009

）。

二
〇
一
〇
年
四
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1920

（2010

）。

二
〇
一
一
年
四
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1380

（2001

）。

二
〇
〇
二
年
二
月
二
七
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1394

（2002

）。

二
〇
〇
二
年
四
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1406

（2002

）。

二
〇
〇
二
年
七
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1429

（2002

）。

二
〇
〇
三
年
三
月
二
五
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M
IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1469
（2003

）。

二
〇
〇
三
年
五
月
三
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1485

（2002
）。

二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1495

（2003

）。

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1513

（2003

）。

二
〇
〇
四
年
一
月
三
〇
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1523

（2004

）。

二
〇
〇
四
年
四
月
二
九
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1541

（2004

）。

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

（
五
二
五
）



政
経
研
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第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

一
〇
八

三
、〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
に
分
割
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
八
六
年
六
月
両
国
は
国
交
を
再
開
し
、
一
九
八
七
年
四
月

九
日
裁
判
所
は
、
こ
の
国
境
画
定
の
際
、
紛
争
を
最
終
的
に
実
施

す
る
よ
う
命
令
し
た
。
六
月
両
国
は
経
済
協
力
の
強
化
を
決
定
し

た
。⑷ 　

カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
の
ボ
ツ
ワ
ナ
・
ナ
ミ
ビ
ア
国

境
紛
争
事
件

ナ
ミ
ビ
ア
北
部
か
ら
東
の
内
陸
に
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
入

り
込
ん
だ
カ
プ
リ
ビ
回
廊
の
先
に
、
ボ
ツ
ワ
ナ
と
の
間
で
、

一
八
八
四
年
に
ド
イ
ツ
が
南
ア
フ
リ
カ
支
配
に
あ
っ
た
英
国
と
の

間
で
封
じ
込
め
に
直
面
し
、
一
八
九
〇
年
七
月
一
日
ド
イ
ツ
・
英

国
条
約
で
確
認
さ
れ
た
カ
シ
キ
リ
島
（
ナ
ミ
ビ
ア
名
）
／
セ
ド
ウ

ド
ウ
島
（
ボ
ツ
ワ
ナ
名
）
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
問
題
は
カ
プ
リ
ビ
回
廊
と
し
て
英
国
と
ド
イ
ツ
間

で
交
渉
が
な
さ
れ
た
が
、
一
九
三
三
年
代
以
降
は
、
何
ら
問
題
は

起
き
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
八
四
年
に
南
ア
フ
リ
カ
が
ア
ン
ゴ
ラ
問
題
に
介

入
し
、
南
西
ア
フ
リ
カ
の
領
土
保
全
を
図
っ
た
こ
と
で
、
カ
シ
キ

リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
と
そ
の
島
の
南
部
と
北
部
を
流
れ
る
通
路
を

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議1979

（2011

）。

二
〇
一
二
年
四
月
二
四
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議2044

（2012

）。

二
〇
一
三
年
四
月
二
五
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議2099

（20130

）。

二
〇
一
四
年
四
月
二
九
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議2152

（2014

）。

二
〇
一
五
年
四
月
二
八
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M
IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議2218
（2015

）。

二
〇
一
六
年
四
月
二
九
日
西
サ
ハ
ラ
問
題
（M

IN
U
R
S
O

の
延
長
）
に
関
す
る
国
連
決
議2285

（2016
）。

⑶　

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
対
マ
リ
国
境
紛
争
事
件

オ
ー
ト
ボ
ル
タ
／
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
マ
リ
と
の
国
境
に
あ
る

マ
ン
ガ
ン
鉱
山
地
帯
ア
ガ
シ
ェ
ル
を
め
ぐ
り
、
独
立
以
来
、
紛
争

が
続
い
て
い
た
。
両
国
は
国
境
紛
争
を
一
九
八
三
年
九
月
一
六
日

の
特
別
協
定
及
び
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
議
定
書
に
従
い
、

一
〇
月
国
際
司
法
裁
判
所
へ
付
託
し
た
。

国
際
司
法
裁
判
所
は
、
一
九
八
六
年
一
月
一
〇
日
国
境
紛
争
の

休
戦
措
置
を
要
請
す
る
一
方
、
一
二
月
二
二
日
地
理
的
調
整
に
従

う
境
界
線
を
決
定
し
て
判
決
を
下
し
た
。
そ
れ
は
紛
争
地
帯

（
五
二
六
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

一
〇
九

二
二
日
、
二
三
日
、
二
四
日
、
二
五
日
、
三
月
一
日
、
二
日
五
日

に
聴
取
し
た
。
他
方
、
裁
判
所
命
令
で
、
文
書
資
料
及
び
見
解
の

表
明
を
命
令
し
、
以
下
の
覚
書
、
反
論
覚
書
、
回
答
の
提
出
を
み

た
。

一
九
九
六
年
六
月
二
四
日
国
際
司
法
裁
判
所
命
令
。

一
九
九
八
年
二
月
二
七
日
国
際
司
法
裁
判
所
命
令
。

一
九
九
七
年
二
月
二
八
日
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
覚
書
。

一
九
九
七
年
二
月
二
八
日
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
覚
書
。

一
九
九
七
年
一
一
月
二
八
日
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
反
論
覚
書
。

一
九
九
七
年
一
一
月
二
八
日
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
反
論
覚
書
。

一
九
九
八
年
一
一
月
二
七
日
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
回
答
。

一
九
九
八
年
一
一
月
二
七
日
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
回
答
。

以
上
を
経
て
、
一
九
九
九
年
一
二
月
一
三
日
裁
判
所
は
、
北
部

通
路
が
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
と
判
断
し
、
北
部
通
路
を
国
境
線

と
し
、
し
た
が
っ
て
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
は
ボ
ツ
ワ
ナ
に

属
す
る
領
土
で
あ
る
と
の
判
決
を
み
た
。
そ
の
判
決
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、

以
上
の
構
成
で
、

審
議
の
後
、

め
ぐ
っ
て
ナ
ミ
ビ
ア
と
ボ
ツ
ワ
ナ
間
の
領
土
紛
争
と
な
っ
た
。

一
九
九
二
年
五
月
ジ
ン
バ
ブ
エ
も
参
加
し
た
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ナ
ミ

ビ
ア
、
及
び
ジ
ン
バ
ブ
エ
三
カ
国
の
共
同
班
が
成
立
し
、
文
書
及

び
現
地
調
査
に
入
り
、
一
九
九
四
年
八
月
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド

ウ
島
周
辺
の
ボ
ツ
ワ
ナ
・
ナ
ミ
ビ
ア
間
境
界
に
関
す
る
技
術
専
門

家
共
同
班
の
最
終
報
告
が
提
出
さ
れ
た
が
、
結
論
は
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
な
っ
た
。
本
報
告
は
、
一
九
九
七
年
二
月
二
〇
日
ボ
ツ

ワ
ナ
共
和
国
に
よ
る
国
際
司
法
裁
判
所
あ
て
覚
書
付
録
と
し
て
提

出
さ
れ
た
。
そ
の
調
査
の
主
題
は
、
一
八
九
〇
年
の
英
国
・
ド
イ

ツ
条
約
の
検
討
及
び
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
の
現
地
調
査
に

あ
り
、
そ
の
現
地
調
査
の
論
点
は
河
川
の
主
要
通
路
は
北
部
通
路

に
よ
る
か
南
部
通
路
に
よ
る
か
に
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
文
書
、

地
図
な
ど
の
調
査
と
と
も
に
住
民
の
口
頭
聴
取
が
な
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
一
九
九
六
年
二
月
一
五
日
ジ
ン
バ
ブ
エ
を
加
え
た
三

国
首
脳
が
会
合
し
、
こ
の
紛
争
の
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
に

合
意
し
、
五
月
一
七
日
の
特
別
協
定
に
従
い
、
紛
争
は
国
際
司
法

裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
特
別
協
定
に
定
め
ら
れ
た

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
手
続
き
か
ら
文
書
資
料
と
並
ん
で
口
頭
表

現
（
表
現
証
拠
）
が
審
議
手
続
き
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

裁
判
所
は
、
一
九
九
九
年
二
月
一
五
日
、
二
月
一
六
日
、
一
八
日
、

（
五
二
七
）
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一
一
〇

河
の
北
部
通
路
に
あ
る
こ
の
条
約
に
規
定
さ
れ
る
裁
判
所
は
結
論
づ
け
る
。

89
、
条
約
の
英
語
本
文
に
従
え
ば
、
境
界
は
、
主
要
通
路
の
「
中
央
」

に
従
う
と
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
本
文
は
用
語
「
中
央
線
」
を
使
用
し
て

い
る
。
裁
判
所
は
、
一
八
九
〇
年
条
約
に
対
す
る
当
事
国
は
こ
の
要
件
は

同
義
と
意
図
さ
れ
、
そ
し
て
ボ
ツ
ワ
ナ
と
ナ
ミ
ビ
ア
は
こ
の
主
題
に
関
す

る
意
見
の
い
ず
れ
の
現
実
の
対
立
も
自
ら
表
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
既

に
指
し
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
条
約
の
前
提
か
ら
は
、
両
締
約
国
に
よ
る
ト
ベ
河
の
航
行
の

期
待
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
可
能
性
を
開
く
こ
と
が
共
同
利
益
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
に
検
討
し
た
通
り
、
一
八
九
〇
年

の
当
事
国
は
「
中
央
線
」
及
び
「
中
央
」
の
用
語
を
使
用
し
て
お
り
、
前

者
は
後
者
で
の
使
用
以
上
に
航
行
を
開
く
共
同
利
益
を
よ
り
正
確
に
反
映

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
第
三
条
二
節
の
決
定
を
裁
判
所

が
見
做
す
要
件
で
あ
る
。

ボ
ツ
ワ
ナ
と
ナ
ミ
ビ
ア
が
合
意
す
る
限
り
、
裁
判
所
の
成
員
に
よ
り
問

題
に
対
応
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
中
央
線
は
最
深
範
囲
に
よ
り
形
成
さ
れ
、

裁
判
所
は
、
国
境
は
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
周
辺
の
北
部
通
路
の
線

に
従
う
と
結
論
づ
け
る
。

100
、
裁
判
所
の
一
八
九
〇
年
条
約
の
第
三
条
二
節
の
解
釈
は
、
カ
シ
キ

リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
を
め
ぐ
る
ボ
ツ
ワ
ナ
と
ナ
ミ
ビ
ア
間
の
境
界
は
チ
ョ

以
下
の
通
り
判
決
を
行
う
。

条
約
の
第
三
一
条
三
節
⒜
の
意
味
内
に
お
い
て
、「
条
約
の
解
釈
又
は

規
定
の
適
用
に
関
し
て
当
事
国
間
の
協
定
」
い
ず
れ
に
も
結
果
づ
け
ら
れ

な
く
、
同
じ
規
定
の
同
節
⒝
に
意
味
内
に
お
い
て
「
そ
の
解
釈
に
関
す
る

当
事
国
の
合
意
を
樹
立
す
る
条
約
の
適
用
に
お
け
る
実
際
の
い
ず
れ
に
も

結
果
づ
け
ら
れ
な
い
」
と
結
論
づ
け
る
。

80
、
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
、
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
周
辺

の
河
の
「
主
要
通
路
」
と
し
て
北
部
及
び
西
部
に
対
す
る
チ
ョ
ベ
の
通
路

を
確
認
し
た
基
礎
に
対
す
る
異
な
っ
た
調
査
時
期

│
一
九
一
二
年
、

一
九
四
八
年
、
及
び
一
九
八
五
年

│
の
少
な
く
三
つ
の
機
会
へ
の
着
目

を
強
い
ら
れ
る
。
関
係
の
当
事
国
が
一
九
四
八
年
別
個
に
到
着
は
共
同
報

告
の
同
一
班
の
表
明
を
見
出
し
た
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
一
九
八
五

年
に
な
さ
れ
た
調
査
は
当
事
国
が
共
同
し
て
遂
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
機

会
に
な
さ
れ
た
事
実
の
確
認
で
は
そ
れ
自
体
、
そ
の
時
点
に
あ
っ
て
紛
争

は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
裁
判
所
は
、
一
八
九
〇
年
条
約
の
解
釈
に
お
い
て

当
事
国
に
よ
り
以
後
の
実
際
を
構
成
し
な
い
一
方
、
そ
の
班
に
与
え
ら
れ

た
正
常
な
意
味
に
従
い
、
一
八
九
〇
年
条
約
の
第
三
条
二
節
を
解
釈
に
よ

り
達
せ
ら
れ
た
結
論
を
支
持
す
る
。

88
、
一
八
九
〇
年
条
約
の
関
連
規
定
の
こ
れ
ま
で
の
解
釈
は
、
カ
シ
キ

リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
を
め
ぐ
る
ボ
ツ
ワ
ナ
と
ナ
ミ
ビ
ア
間
の
境
界
は
コ
ベ

（
五
二
八
）
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一
一
一

結
し
た
が
、
一
〇
万
人
以
上
が
死
亡
し
た
。

一
九
九
八
年
六
月
二
六
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に

関
す
る
国
連
決
議1177

（1998

）
は
、
⑴
国
境
紛
争
の
解
決
、
⑵

Ｏ
Ａ
Ｕ
の
検
証
に
従
う
検
討
、
旧
植
民
地
条
約
、
国
際
法
な
ど
に

従
う
共
同
境
界
の
画
定
を
確
認
し
て
い
た
。
以
後
、
以
下
の
決
議

が
成
立
し
た
。

一
九
九
九
年
一
月
二
九
日
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア

使
節
団
に
関
す
る
国
連
決
議1226

（1999

）

一
九
九
九
年
二
月
一
〇
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1227

（1999

）

二
〇
〇
〇
年
五
月
一
二
日
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア

使
節
団
に
関
す
る
国
連
決
議1297

（2000

）

二
〇
〇
〇
年
五
月
一
七
日
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア

使
節
団
に
関
す
る
国
連
決
議1298

（2000

）

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1312

（2000

）

二
〇
〇
〇
年
九
月
一
五
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1320

（2000

）

二
〇
〇
一
年
三
月
一
五
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1344

（2001

）

ベ
河
の
北
部
通
路
の
最
深
範
囲
の
線
に
従
う
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

101
、
裁
判
所
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
の
提
起
に
関
す
る
論
証
を
受
諾
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
、
こ
の
理
由
か
ら
ま
た
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
は
ボ
ツ

ワ
ナ
領
土
の
一
部
を
形
成
す
る
と
跡
づ
け
る
。

104
、
以
上
の
理
由
か
ら
、

裁
判
所
は
、

⑴
一
一
票
対
四
票
に
よ
り
、

ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
と
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
間
境
界
は
カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ

ド
ウ
島
周
辺
の
チ
ョ
ベ
河
の
北
部
通
路
に
お
け
る
最
深
可
能
水
域
の
線
を

流
れ
る
と
確
認
し
、

⑵
一
一
票
対
四
票
に
よ
り
、

カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
は
ボ
ツ
ワ
ナ
領
土
の
一
部
を
形
成
す
る
と

確
認
し
、

⑶
全
会
一
致
で

カ
シ
キ
リ
／
セ
ド
ウ
ド
ウ
島
を
め
ぐ
る
二
つ
の
通
路
に
お
い
て
は
、
ボ

ツ
ワ
ナ
共
和
国
及
び
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
の
国
民
及
び
旗
を
掲
げ
る
船
舶
は

平
等
な
国
民
的
待
遇
を
享
受
す
る
。

⑸　

エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

一
九
九
八
年
五
月
一
二
日
国
境
地
域
を
め
ぐ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
と

エ
リ
ト
リ
ア
の
紛
争
が
発
生
し
、
同
紛
争
は
二
〇
〇
〇
年
六
月
終

（
五
二
九
）
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一
一
二

二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
三
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛

争
に
関
す
る
国
連
決
議1640

（2005

）

二
〇
〇
六
年
四
月
一
三
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1670

（2006

）

二
〇
〇
六
年
五
月
三
一
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1681

（2006

）

二
〇
〇
六
年
九
月
二
九
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1710

（2006

）

二
〇
〇
七
年
一
月
三
〇
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1741

（2007

）

二
〇
〇
七
年
七
月
三
〇
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1767

（2007

）

二
〇
〇
八
年
一
月
三
〇
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1798

（2007

）

二
〇
〇
八
年
七
月
三
〇
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1827

（2008

）

紛
争
に
伴
い
、
一
九
九
八
年
六
月
国
連
決
議1177

（1998

）
が

採
択
さ
れ
、
国
際
連
合
は
そ
の
平
和
解
決
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
国
家
・
政
府
首
脳
会
議
は
平
和
解
決
を

決
め
、
そ
の
た
め
の
枠
組
協
定
を
決
め
た
。
こ
の
枠
組
協
定
に
従

二
〇
〇
一
年
九
月
一
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1369

（2001

）

二
〇
〇
二
年
三
月
一
五
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1398

（2002

）

二
〇
〇
二
年
八
月
一
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1430

（2002

）

二
〇
〇
二
年
九
月
六
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に

関
す
る
国
連
決
議1434

（2002
）

二
〇
〇
三
年
三
月
一
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1466

（2003
）

二
〇
〇
三
年
九
月
一
二
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1507

（2003

）

二
〇
〇
四
年
三
月
一
二
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1531

（2004

）

二
〇
〇
四
年
九
月
一
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1560

（2004

）

二
〇
〇
五
年
三
月
一
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1586

（2005

）

二
〇
〇
五
年
九
月
一
三
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争

に
関
す
る
国
連
決
議1622

（2005

）

（
五
三
〇
）
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一
一
三

年
二
月
六
日
以
後
の
再
展
開
。

3
、
枠
組
協
定
の
履
行
。

4
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
軍
事
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
展
開
。

5
、
敵
対
終
結
協
定
へ
の
誓
約
。

一
九
九
九
年
四
月
三
一
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア

│

Ｏ
Ａ
Ｕ
枠
組
協
定
及
び
そ
の
様
式
の
た
め
の
技
術
取
決
め
。

1
、
枠
組
協
定
、
様
式
、
及
び
技
術
取
決
め
に
よ
る
紛
争
の
解

決
。

2
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
決
議A

H
G
/R
es.16

（Ⅰ

）
の
原
則
確
認
。

3
、
平
和
維
持
使
節
団
の
活
動
へ
の
協
力
。

4
、
仲
裁
委
員
会
の
活
動
と
軍
事
調
整
委
員
会
の
設
立
。

5
、
地
雷
撤
去
。

6
、
住
民
の
帰
還
と
軍
隊
の
再
展
開
。

7
、
民
間
行
政
の
回
復
。

8
、
境
界
委
員
会
に
よ
る
境
界
の
画
定
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
エ
チ
オ
ピ
ア
と
エ
リ
ト
リ
ア
は
ア
ル
ジ
ェ
で

直
接
交
渉
に
は
入
っ
た
が
、
成
果
は
乏
し
く
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
は
双
方
に

対
し
交
渉
再
開
を
求
め
た
。
一
方
、
五
月
一
二
日
国
連
エ
チ
オ
ピ

ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
使
節
団
に
関
す
る
国
連
決
議1297

（2000

）
で
、

⑴
軍
事
行
動
の
即
刻
停
止
、
⑵
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
た
め
の
基

う
履
行
様
式
が
一
九
九
九
年
一
二
月
成
立
し
、
さ
ら
に
四
月

Ｏ
Ａ
Ｕ
枠
組
協
定
及
び
そ
の
様
式
の
た
め
の
技
術
取
決
め
が
成
立

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
文
書
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
。

一
九
九
八
年
一
二
月
一
七
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
間
紛

争
の
平
和
的
解
決
の
枠
組
協
定
。

1
、
即
時
敵
対
停
止
の
誓
約
。

2
、
平
和
解
決
に
向
け
た
誓
約
。

3
、
一
九
九
八
年
五
月
一
六
日
以
前
の
立
場
へ
の
再
展
開
。

4
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
に
よ
る
軍
人
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
管
理
。

5
、
境
界
画
定
の
進
行
。
そ
れ
に
伴
う
境
界
の
画
定
。

6
、
境
界
の
画
定
を
し
て
主
権
管
轄
と
す
る
。

7
、
一
九
九
八
年
五
月
事
件
の
調
査
。

8
、
人
権
検
証
班
の
展
開
。

9
、
追
跡
委
員
会
の
設
立
。

10
、
枠
組
協
定
の
調
印
に
伴
う
委
員
会
の
発
足
。

一
九
九
九
年
二
月
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
間
紛
争
解
決
の

Ｏ
Ａ
Ｕ
枠
組
協
定
の
履
行
様
式
。

1
、
武
力
不
行
使
の
原
則
の
誓
約
。

2
、
一
九
九
八
年
五
月
六
日
以
前
の
立
場
の
確
認
、
一
九
九
九

（
五
三
一
）
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四

界
の
設
定
。

3
、
平
和
維
持
活
動
の
た
め
の
計
画
の
継
続
。

引
続
き
九
月
一
五
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に
関
す

る
国
連
決
議1320

（2000

）
が
成
立
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
以
下

の
通
り
。

1
、
敵
対
終
結
協
定
の
履
行
。

2
、
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
使
節
団U

N
M
E
E

の

展
開
。

3
、
暫
定
安
全
地
帯
の
点
検
。

4
、
敵
対
終
結
協
定
の
履
行
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
Ｕ
と
の
調
整
。

5
、U

N
M
E
E

へ
の
協
力
。

6
、
兵
力
地
域
協
定
モ
デ
ル
の
暫
定
的
適
用
。

7
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
と
の
協
力
。

8
、
敵
対
終
結
協
定
は
共
同
境
界
の
画
定
で
国
際
平
和
維
持
使

節
団
の
終
結
を
確
保
す
る
。

か
く
て
、
一
二
月
一
九
日
ア
ル
ジ
ェ
で
、
以
下
の
エ
チ
オ
ピ
ア

政
府
・
エ
リ
ト
リ
ア
政
府
協
定
が
成
立
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
以

下
の
通
り
。

1
、
軍
事
敵
対
状
態
の
相
互
終
結
。

2
、
敵
対
終
結
協
定
の
尊
重
。

礎
と
し
て
の
枠
組
み
を
支
持
、
⑶
国
際
人
道
法
の
尊
重
が
確
認
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
五
月
一
七
日
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア

使
節
団
に
関
す
る
国
連
決
議1298

（2000

）
で
、
以
下
が
確
認
さ

れ
た
。

1
、
引
き
続
く
戦
闘
を
非
難
。

2
、
平
和
枠
組
に
よ
る
Ｏ
Ａ
Ｕ
主
導
下
の
平
和
交
渉
。

3
、
安
全
保
障
理
事
会
の
委
員
会
設
立
。

か
く
て
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
九
日
敵
対
終
結
協
定
（
ア
ル

ジ
ェ
協
定
）S

/2000/601

、A
H
G
/220

（X
X
X
Ⅵ

）、A
nnex

Ⅷ

が
締
結
さ
れ
、
国
境
に
緩
衝
地
帯
が
設
け
ら
れ
、U

N
M
E
E

が

展
開
し
た
。
ア
ル
ジ
ェ
協
定
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
。

1
、
敵
対
行
為
の
終
結
。

2
、
平
和
維
持
使
節
団
の
Ｏ
Ａ
Ｕ
主
宰
下
に
国
際
連
合
に
よ
る

展
開
。

3
、
暫
定
安
全
地
帯
の
設
定
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ

リ
ト
リ
ア
使
節
団
に
関
す
る
国
連
決
議1312

（2000

）
が
成
立
し

た
。
そ
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
。

1
、
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
使
節
団
の
設
立
。

2
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
枠
組
の
協
定
及
び
敵
対
終
結
協
定
に
従
う
共
同
境

（
五
三
二
）
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5
、
地
雷
撤
去
。

6
、
境
界
標
の
設
定
。

7
、
画
定
の
特
別
規
定
。

そ
し
て
七
月
二
〇
日
仲
裁
裁
判
所
は
、
⑴
境
界
画
定
へ
の
速
や

か
な
着
手
を
確
認
し
、
⑵
当
事
国
に
よ
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
協

定
の
作
業
の
遂
行
、
及
び
二
〇
〇
二
年
四
月
の
決
定
の
実
施
確
認

を
命
令
し
た
。

二
〇
〇
二
年
八
月
一
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に

関
す
る
国
連
決
議1430

（2002

）
は
、
⑴U

N
M
E
E

の
委
任
調
整
、

⑵
暫
定
安
全
保
障
地
帯
の
評
価
、
⑶
国
連
決
議1398

（2002

）
の

地
域
を
含
む
和
解
努
力
の
要
請
を
提
起
し
た
。
次
い
で
九
月
六
日

エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に
関
す
る
国
連
決
議1434

（2008

）
は
、
⑴
軍
事
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
委
任
延
長
、
及
び
⑵

U
N
M
E
E

の
履
行
を
検
討
し
つ
つ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
協
定
の
進

展
を
確
認
し
た
。

事
態
の
遅
れ
で
、
二
〇
〇
三
年
七
月
八
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ

オ
ピ
ア
境
界
委
員
会
は
、
以
下
の
二
点
を
確
認
し
た
。

1
、
二
〇
〇
三
年
二
月
九
日
命
令
の
処
理
。

2
、
画
定
指
針
の
再
確
認
。

し
か
し
、
翌
三
月
双
方
が
主
張
し
て
い
る
国
境
マ
ツ
バ
ド
メ
村

3
、
双
方
の
領
土
の
者
に
対
す
る
人
道
的
待
遇
。

4
、
国
連
地
図
製
作
者
の
協
力
。

5
、
領
土
保
全
の
尊
重
。

6
、
仲
裁
境
界
委
員
会
の
設
立
。

そ
し
て
、
国
際
仲
裁
裁
判
所
は
、
現
地
画
定
委
員
会
に
よ
る

二
〇
〇
二
年
四
月
一
三
日
西
部
、
中
央
部
、
特
に
東
部
に
わ
た
る

国
境
線
の
画
定
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
。
裁
定
の
要
点
は
、
以
下

の
通
り
。

1
、
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
境
界
委
員
会
の
設
立
。

2
、
中
央
部
の
一
九
〇
〇
年
七
月
一
〇
日
イ
タ
リ
ア
・
エ
チ
オ

ピ
ア
条
約
、
西
部
の
一
九
〇
二
年
五
月
一
五
日
英
国
・
エ
ジ

プ
ト
・
コ
ン
ド
ミ
ニ
ウ
ム
協
定
、
東
部
の
一
九
〇
八
年
五
月

一
六
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
イ
タ
リ
ア
条
約
に
よ
る
検
証
。

3
、
三
つ
の
部
分
の
地
理
的
検
証
と
境
界
の
確
認
。

か
く
て
、
七
月
八
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
境
界
委
員
会

は
、
以
下
の
通
り
境
界
画
定
指
針
を
決
定
し
た
。

1
、
委
員
会
手
続
き
規
則
に
従
う
画
定
指
針
を
確
認
。

2
、
現
地
事
務
所
の
役
割
。

3
、U
N
M
E
E

と
の
協
力
。

4
、
画
定
の
決
定
。

（
五
三
三
）
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⑹　

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
境
紛
争
事
件

一
九
八
七
年
三
月
二
八
日
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
、

ン
ゴ
ウ
マ
高
地
の
両
国
国
境
を
平
和
的
手
続
き
に
よ
り
解
決
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
同
日
の
協
定
及
び
議
定
書
が
成
立
し
た
。
こ
の

地
域
は
上
部
セ
ネ
ガ
ル
に
併
合
さ
れ
、
上
部
ボ
ル
タ
と
し
て
分
離

し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
四
日
両
国
は
こ
の
問
題

を
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
す
る
特
別
協
定
に
合
意
し
、

二
〇
一
〇
年
五
月
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
六
日
裁
判
所
は
、
地
理
的
調
整
で
境
界

地
点
を
画
定
し
た
。
そ
し
て
七
月
一
二
日
裁
判
所
の
命
令
で
専
門

家
に
よ
る
画
定
が
遂
行
さ
れ
た
。

⑺　

ベ
ナ
ン
・
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
境
紛
争
事
件

ベ
ナ
ン
は
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
の
国
境
地
帯
の
領
土
を
め
ぐ
り
帰
属

対
立
と
な
り
、
二
〇
〇
一
年
六
月
一
五
日
国
際
司
法
裁
判
所
に
付

託
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
二
〇
〇
二
年
四
月
同
裁
判
所
に
付
託
し

た
。
こ
れ
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
河
レ
テ
島
の
帰
属
問
題
の
対
立
に
あ

り
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
同
島
の
建
設
中
の
ベ
ナ
ン
施
設
を
ニ

ジ
ェ
ー
ル
軍
が
破
壊
し
、
六
月
の
両
国
首
脳
会
談
が
決
裂
し
た
経

緯
が
あ
っ
た
。
同
六
月
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
に
仲
裁
を
要
請
し
た

が
エ
リ
ト
リ
ア
の
帰
属
と
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
エ
チ
オ
ピ
ア
は
こ

れ
に
反
発
し
、
占
領
を
続
け
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
五
日
エ
チ

オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に
関
す
る
五
項
目
の
決
定
で
、
よ
う

や
く
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
境
界
委
員
会
の
決
定
を
受
諾
し

た
。
一
二
月
一
〇
日
エ
リ
ト
リ
ア
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
五
項
目
の
決

定
を
確
認
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
対
し
領
土
か
ら
の
撤
退
を
要
求
し

た
。
同
日
国
連
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
派
遣
団U
N
M
E
E

は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
ま
で
任
務
を
継
続
し
、
一
二
月
か
く
て
、

エ
チ
オ
ピ
ア
は
対
応
措
置
を
と
り
、
二
〇
〇
八
年
七
月
の
国
連
決

議1827

（2000

）
は
平
和
的
解
決
の
委
任
を
解
き
、U

N
M
E
E

は

引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
、
一
方
、
ア
ル
ジ
ェ
協
定
の
履
行
と
エ

チ
オ
ピ
ア
と
エ
リ
ト
リ
ア
間
の
平
和
の
基
礎
を
確
認
し
、
エ
チ
オ

ピ
ア
及
び
エ
リ
ト
リ
ア
に
対
し
国
際
連
合
調
停
を
要
請
し
た
。

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
八
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
請
求

権
委
員
会
は
部
分
裁
定
を
下
し
た
（
4
）
。

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
裁
判
所
請
求
権
委
員
会
は
、
エ
リ

ト
リ
ア
に
対
し
国
境
紛
争
で
両
国
間
に
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
補

償
の
差
額
一
、〇
〇
〇
万
ド
ル
を
エ
チ
オ
ピ
ア
に
支
払
う
よ
う
命

令
し
、
エ
リ
ト
リ
ア
は
裁
定
の
受
入
れ
を
表
明
し
た
。
一
二
月
を

も
っ
てU

N
M
E
E

は
完
全
に
撤
退
し
た
。

（
五
三
四
）
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そ
し
て
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
四
日
ギ
ニ
ア
・
セ
ネ
ガ
ル
の
海

洋
画
定
協
定
が
締
結
さ
れ
た
が
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
一
九
九
六
年
一
一
月
一
八
日
の
国
際
司
法
裁

判
所
判
決
は
、
一
一
月
二
日
ギ
ニ
ア
ビ
サ
オ
の
要
請
で
、
控
訴
を

撤
回
し
た
こ
と
で
終
了
し
た
と
確
認
さ
れ
た
。

一
九
九
一
年
一
二
月
一
七
日
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
対
セ
ネ
ガ
ル
仲
裁

事
件
の
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
の
通
り
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
…
…

18
、
仲
裁
の
機
能
条
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
以
上
に
述
べ
た
理
由
の
た
め
に
、
裁
判
所
は
、
二
票
対
一
票
に
よ
り
、

以
下
の
通
り
決
定
す
る
。

仲
裁
協
定
の
第
二
条
を
形
成
す
る
第
一
問
題
に
従
う
回
答
と
し
て
、

一
九
六
〇
年
四
月
二
六
日
の
書
簡
交
換
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
協
定
は
、
そ

し
て
海
洋
境
界
に
関
し
て
、
同
協
定
に
言
及
さ
れ
た
単
独
地
域
、
す
な
わ

ち
、
領
海
、
接
続
地
帯
、
及
び
大
陸
棚
に
関
し
て
ギ
ニ
ア
ビ
ア
ウ
共
和
国

と
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
間
の
関
係
に
法
律
は
有
効
で
あ
る
。
二
四
〇
度
で
引

か
れ
る
直
線
は
航
程
線
で
あ
る
」（
第
八
八
節
）。

34
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
の
見
解
に
お
い
て
、
仲
裁
が
現
実
に
多
く

書
い
て
存
在
し
て
い
る
と
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
意
図
は
受
諾
で
き
な
い
。

61
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
仲
裁
協
定
の
第
九
条
二
項
に
従
い
、
裁
判
所

が
、
結
局
、
二
〇
〇
一
年
六
月
一
五
日
の
特
別
協
定
で
国
際
司
法

裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
七
月
一
二
日
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル

河
の
八
九
の
島
の
双
方
の
帰
属
を
決
定
し
た
。

⑻　

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
・
セ
ネ
ガ
ル
海
洋
境
界
画
定
事
件

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
セ
ネ
ガ
ル
と
の
領
海
事
件
を
一
九
八
九
年

七
月
三
一
日
国
際
司
法
裁
判
所
に
対
し
仲
裁
裁
判
を
付
託
し
、

一
九
九
〇
年
一
月
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
当
局
に
よ
り
セ
ネ
ガ
ル
漁
船
が

拘
束
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
そ
の
要
請
さ
れ
た
仮
保
全
措
置
は
海

洋
の
開
発
の
権
利
に
は
な
い
と
一
九
九
〇
年
三
月
二
日
裁
判
所
は

仮
保
全
措
置
を
却
下
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
一
年
一
二
月
の
判
決

で
、
両
国
の
領
海
、
接
続
地
帯
、
及
び
大
陸
棚
は
有
効
で
あ
る
と

確
認
し
た
。

一
九
九
五
年
三
月
一
二
日
裁
判
所
は
、
一
九
九
三
年
一
〇
月

一
四
日
両
国
の
協
定
で
共
同
開
発
の
た
め
の
手
続
き
が
決
ま
っ
た

の
で
、
一
九
九
五
年
九
月
二
日
開
発
問
題
が
原
告
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

は
提
訴
を
取
り
下
げ
、
一
一
月
八
日
訴
訟
は
打
ち
切
ら
れ
た
。

両
国
運
営
及
び
協
力
協
定
の
要
旨
は
、
⑴
共
同
開
発
地
帯
の
設

定
、
⑵
漁
業
及
び
大
陸
棚
資
源
の
配
分
の
設
定
、
⑶
そ
れ
ぞ
れ
の

権
利
行
使
の
確
認
に
あ
っ
た
。

（
五
三
五
）
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経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

一
一
八

和
国
の
そ
の
結
果
の
付
託
に
関
し
て
、
一
九
八
九
年
七
月
三
一
日
の
仲
裁

裁
定
は
、
無
効
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
適
用
す
る
義
務
に
あ
る
セ
ネ
ガ

ル
共
和
国
及
び
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和
国
を
拘
束
す
る
と
の
ギ
ニ
ア
ビ
サ
オ

共
和
国
の
付
託
を
拒
否
す
る
。

（
1
） 

サ
ミ
ー
ル
・
ア
ミ
ン
、
北
沢
正
雄
監
訳
『
世
界
は
周
辺
部
か

ら
変
わ
る
』
第
三
書
館
、
一
九
八
二
年
。

S
am
ir A

m
in, N

eo-colon
ia

lism
 in

 W
est A

frica
, 

H
arm
ondsw

orth: P
enguin, 1973/ N

ew
 Y
ork: M

onthly 
R
eview

 P
ress, 1974.

S
am
ir A
m
in, Im

périalism
e et sou

s-d
evéloppem

en
t en

 
A

friqu
e, P
aris: E

ditions A
nthropos, 1976.

Ｊ
・
ウ
ォ
デ
ィ
ス
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
訳
『
ア
フ
リ

カ
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
三
年
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
オ
デ
ィ
ス
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
新
植
民
地
主

義
の
一
〇
年
間
」
平
和
と
社
会
主
義
の
諸
問
題
、
第
一
一
九
号
、

一
九
七
一
年
七
月
。

細
見
真
也
『
低
開
発
国
の
一
次
産
品
輸
出
に
お
け
る
矛
盾
』
所

内
資
料
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
八
年
。

磯
部
浩
一
「
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ポ
ー
タ
ー
著
『
帝
国
の
批
判
者

│
一
八
九
五
年
〜
一
九
一
四
年
に
い
た
る
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る

植
民
地
主
義
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
急
進
主
義
者
の
態
度
』

一
九
六
八
年
」
経
済
論
集
、
第
一
五
号
、
一
九
七
一
年
三
月
。

の
決
定
は
、「
地
図
の
境
界
線
を
引
く
こ
と
を
含
め
」
て
お
り
、
そ
し
て

仲
裁
裁
判
に
よ
り
見
出
さ
れ
る
よ
う
な
地
図
は
な
い
と
想
起
さ
れ
る
。
ギ

ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
意
図
は
、
裁
判
所
と
し
て
は
ま
た
、
同
地
点
に
関
す
る
そ

の
決
定
の
た
め
の
十
分
な
理
由
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
、
仲
裁
は
、
こ

れ
ら
理
由
の
た
め
に
、
全
体
的
に
無
効
で
あ
り
有
効
で
な
い
と
見
做
さ
れ

る
こ
と
が
意
図
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

69
、
こ
れ
ら
理
由
か
ら
、

裁
判
所
は
、

⑴
全
会
一
致
で
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和
国
と
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
間
の
一
九
八
五
年
三
月

一
二
日
の
協
定
に
従
い
、
設
定
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
に
よ
る
一
九
八
九
年
七

月
三
一
日
の
仲
裁
裁
定
は
延
長
で
き
な
い
と
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和
国
の

付
託
を
拒
否
す
る
。

⑵
一
二
票
対
四
票
に
よ
り
、

一
九
八
九
年
七
月
三
一
日
の
仲
裁
裁
定
は
絶
対
に
無
効
で
あ
り
有
効
で

な
い
と
し
て
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和
国
の
付
託
を
拒
否
す
る
。

⑶
一
二
票
対
三
票
に
よ
り
、

セ
ネ
ガ
ル
政
府
が
一
九
八
九
年
七
月
三
一
日
の
仲
裁
裁
定
の
適
用
を
ギ

ニ
ア
ビ
サ
ウ
政
府
に
要
請
す
る
追
求
は
セ
ネ
ガ
ル
政
府
が
正
統
化
さ
れ
な

い
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共
和
国
の
付
託
を
拒
絶
す
る
。
そ
し
て
、
セ
ネ
ガ
ル
共

（
五
三
六
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

一
一
九

国
の
特
別
協
定
。

一
九
八
七
年
三
月
二
八
日
両
国
間
の
国
境
設
定
に
関
す
る
ニ

ジ
ェ
ー
ル
共
和
国
政
府
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
革
命
政
府
間
協
定
。

一
九
八
七
年
七
月
二
九
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
紛
争
に
関
す
る
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.167

（X
X
Ⅲ

）。

一
九
八
九
年
七
月
二
六
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
領
土
紛
争
に
関
す

る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.184

（X
X
V

）。

一
九
九
八
年
六
月
二
六
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
紛
争
に

関
す
る
国
連
決
議1177

（1998

）。

一
九
九
八
年
一
二
月
一
七
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
間
紛

争
の
平
和
的
解
決
の
枠
組
協
定
。

一
九
九
〇
年
七
月
一
一
日
チ
ャ
ド
・
リ
ビ
ア
紛
争
に
関
す
る
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
決
議A

H
G
/R
es.200

（X
X
Ⅵ

）。

一
九
九
〇
年
八
月
三
一
日
リ
ビ
ア
・
チ
ャ
ド
領
土
紛
争
に
関
す

る
リ
ビ
ア
・
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
・
人
民
ジ
ャ
マ
ヒ
リ
ア
対
外
連

絡
・
国
際
協
力
人
民
委
員
会
書
記
の
国
際
司
法
裁
判
所
の
登
録
。

一
九
九
九
年
四
月
三
一
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア

│

Ｏ
Ａ
Ｕ
枠
組
協
定
及
び
そ
の
様
式
の
た
め
の
技
術
取
決
め
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
二
四
日
エ
チ
オ
ピ
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
間
紛
争

に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
声
明
。

二
〇
〇
〇
年
六
月
一
九
日
エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
政
府

と
エ
リ
ト
リ
ア
政
府
間
の
敵
対
終
結
協
定
。

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
九
日
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
・
エ
リ
ト
リ
ア

政
府
協
定
。

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
ド
ネ
ー
、
北
沢
正
雄
訳
『
世
界
資
本
主
義
と

ア
フ
リ
カ

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
い
か
に
ア
フ
リ
カ
を
低
開
発
化
し

た
か
』
拓
植
書
房
、
一
九
七
八
年
。

（
2
） M

ichel W
olfers, P

olitics in
 th

e O
rga

n
iza

tion
 of 

A
frica U

n
ity, L

ondon: M
ethuen, 1976.

B
erthanykun A

ndem
icael, T

h
e O

A
U

 a
n

d
 th

e U
N

: 
R

elation
s betw

een
 th

e O
rgan

ization
 of A

frican
 U

n
ity 

an
d

 th
e U

n
ited

 N
ation

s, N
ew
 Y
ork: T

he U
nited N

ations 
Institute for T

raining and R
esearch by A

fricana, 1976.
Z
denek C

ervenka, T
h

e U
n

fin
ish

ed
 Q

u
est for U

n
ity: 

A
frica

 a
n

d
 th

e O
A

U
, L
ondon: F

riedm
an/ N

ew
 Y
ork: 

A
fricana P

ublishing C
o., 1977.

Y
assin E

l-A
youty &

 I. W
illiam

 Z
artm

an eds., T
h

e O
A

U
 

after T
w

en
ty Years, N

ew
 Y
ork: P

raeger, 1984.
A
m
adu S

esay, O
lusola O

jo, &
 O
robola F

aseun, T
h

e 
O

A
U

 after T
w

en
ty Years, B

oulder: W
estview

 P
ress, 1984.

C
. O
. C
. A
m
ate, In

sid
e th

e O
A

U
: P

an
-A

frican
ism

 in
 

P
ractice, L

ondon: M
acm
illan/ N

ew
 Y
ork: S

t. M
artin ’s 

P
ress, 1986.

（
3
） 

植
民
地
条
約
の
有
効
性
の
確
認
は
、
以
下
の
関
係
文
件
に
よ

り
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
八
月
五
日
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と
ポ
リ
サ
リ
オ
戦
線
間

の
平
和
協
定
。

一
九
八
三
年
九
月
一
六
日
オ
ー
ト
ボ
ル
タ
共
和
国
と
マ
リ
共
和

（
五
三
七
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

一
二
〇

さ
れ
た
の
が
、
欧
州
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
共
通
の
歴
史
を
有
す
る
国
民
国
家
で
構
成
さ
れ
る
共
同
体

を
基
礎
し
て
形
成
さ
れ
る
文
脈
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ア
フ
リ

カ
の
負
の
歴
史
を
認
め
な
い
の
で
は
な
く
、
負
の
遺
産
を
認
め
つ

つ
も
、
近
代
的
モ
デ
ル

│
い
わ
ゆ
る
西
欧
的
尺
度

│
で
ア
フ

リ
を
改
め
て
捉
え
直
す
と
い
う
視
角
で
あ
る
。
け
だ
し
、
破
綻
国

家
は
、
国
家
の
権
力
機
構
及
び
安
全
保
障
機
構
の
崩
壊

│
国
家

に
属
さ
な
い
武
装
機
構
の
出
現
と
軍
機
構
の
瓦
解

│
に
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
文
脈
で
、
ア
フ
リ
カ
価
値
観
の
再
発
見
が
求
め

ら
れ
た
（
2
）
。

こ
う
し
た
な
か
、
安
全
保
障
に
対
す
る
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
的
野

望
は
影
を
薄
く
し
、
一
九
九
三
年
六
月
の
第
三
〇
回
カ
イ
ロ

Ｏ
Ａ
Ｕ
首
脳
会
議
で
、
紛
争
予
防
・
管
理
・
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム

（M
C
P
M
R

）
樹
立
に
関
す
る
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
は
予
防

外
交
と
紛
争
監
視
及
び
調
整
の
た
め
の
使
節
団
派
遣
を
重
点
に
置

き
、
平
和
基
金
を
設
け
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
五
年
六
月
ア

ジ
ス
ア
バ
バ
で
開
催
の
Ｏ
Ａ
Ｕ
首
脳
会
議
で
ム
バ
ラ
ク
・
エ
ジ
プ

ト
大
統
領
が
テ
ロ
の
標
的
に
会
う
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、

M
C
P
M
R

は
そ
の
限
界
を
露
呈
し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ダ
フ
ィ
大

佐
と
ト
リ
ッ
キ
・
リ
ビ
ア
・
ア
フ
リ
カ
担
当
相
の
爆
弾
的
工
作
に

二
〇
〇
二
年
四
月
一
三
日
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
国
境
に

関
す
る
国
際
仲
裁
裁
判
所
の
決
定
。

二
〇
〇
九
年
二
月
二
四
日
ブ
レ
キ
ナ
フ
ァ
ソ
と
ニ
ジ
ェ
ー
ル
共

和
国
特
別
協
定
。

（
4
） 

根
本
和
幸
「
判
例
研
究
エ
リ
ト
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
武
力
行

使
の
合
法
性
に
関
す
る
事
件
」
上
智
大
学
法
学
論
集
、
第
五
一
巻

第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
。

3　

ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画

現
在
、
ア
フ
リ
カ
の
課
題
は
「
平
和
の
定
着
」
局
面
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
事
件
、
リ
ベ
リ

ア
事
件
な
ど
に
直
面
し
、
そ
の
ア
フ
リ
カ
紛
争
の
根
本
的
な
要
因

と
し
て
は
、
国
家
の
脆
弱
性
、
国
家
権
力
の
正
統
性
の
欠
如
、
権

力
闘
争
、
指
導
制
の
欠
如
、
部
族
単
位
の
政
治
、
良
好
な
政
治
の

失
策
、
利
益
の
不
平
等
な
配
分
、
い
い
か
え
れ
ば
、
破
綻
国
家
に

あ
っ
た
（
1
）
。
か
く
て
、
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
全
保
障
に
は
、
国
際

社
会
の
関
与
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
自
身
の
紛
争
解
決
へ
の
決
意
と
誓

約
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
主
義
に
よ
る
国
民
形
成
の
シ
ナ

リ
オ
と
実
現
の
原
則
及
び
経
験
が
破
綻
し
て
い
る
。
そ
こ
で
選
択

（
五
三
八
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

一
二
一

こ
の
方
針
に
従
い
、
以
下
の
二
つ
の
文
書
が
採
択
さ
れ
、
そ
の

要
点
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇
日
│
一
二
日
採
択
（
ロ
メ
）、
ア
フ
リ

カ
の
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協
力
会
議C

S
S
D
C
A

の

厳
粛
宣
言A

H
G
/D
cel.4

（X
X
X
Ⅵ

）。
そ
の
要
点
は
、
以
下
の
通

り
。1

、C
S
S
D
C
A

過
程
の
着
手
と
履
行
。

2
、
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協
力
の
原
則
、
行
動
計

画
、
履
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
認
。

二
〇
〇
二
年
七
月
八
日
│
九
日
採
択
（
ダ
ー
バ
ン
）、
ア
フ
リ

カ
の
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協
力
の
了
解
覚
書O

A
U
/

C
IV
IL
 S
O
C
IE
T
Y
.3

（Ⅲ

）,A
nnex

。
そ
の
要
点
は
、
以
下
の

通
り
。

1
、
中
核
価
値
と
そ
れ
へ
の
誓
約
、
中
核
遂
行
指
標
を
確
認
。

2
、
安
全
保
障
に
従
う
立
法
集
成
及
び
共
同
防
衛
を
二
〇
〇
五

年
ま
で
の
樹
立
、
不
侵
略
協
約
の
二
〇
〇
六
年
の
締
結
、
平

和
支
援
作
戦
能
力
の
強
化
、
早
期
警
戒
制
度
、
ア
フ
リ
カ
国

境
、
信
頼
醸
成
措
置
な
ど
を
注
解
。

3
、
安
定
に
従
う
民
主
社
会
な
ど
の
中
核
遂
行
指
標
を
指
摘
。

4
、
開
発
に
従
う
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
中
核
遂
行

よ
り
一
九
九
九
年
九
月
シ
ル
テ
特
別
首
脳
会
議
で
ア
フ
リ
カ
合
衆

国
提
案
が
打
ち
出
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
ロ
メ
首
脳
会
議
で
ア

フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
制
定
法
が
採
択
さ
れ
た
。
同
法
は

二
〇
〇
一
年
五
月
発
効
し
、
二
〇
〇
二
年
七
月
ダ
ー
バ
ン
首
脳
会

議
を
経
て
、
Ａ
Ｕ
は
正
式
に
発
足
し
た
。

Ａ
Ｕ
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
、
以
下
の
項
目
を
掲
げ
て
い
る
、

⑴
加
盟
国
の
国
家
主
権
、
領
土
の
一
体
性
、
及
び
独
立
の
保
全
。

⑵
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
平
和
、
安
全
保
障
、
安
定
の
推
進
。
⑶
共
通

防
衛
政
策
の
実
施
。
⑷
加
盟
国
間
紛
争
の
平
和
的
解
決
。
⑸
加
盟

国
間
の
武
力
の
行
使
及
び
威
嚇
の
禁
止
。
⑹
他
国
の
内
政
不
干
渉
。

⑺
人
道
的
罪
に
対
す
る
Ａ
Ｕ
の
介
入
。
⑻
加
盟
国
の
平
和
と
安
全

保
障
の
中
で
共
存
す
る
権
利
。
⑼
平
和
と
安
全
保
障
の
再
建
の
た

め
Ａ
Ｕ
の
介
入
を
要
請
す
る
加
盟
国
の
権
利
。
⑽
民
主
主
義
の
原

則
、
人
権
、
法
の
支
配
、
良
好
な
政
治
の
尊
重
な
ど
（
3
）
。

Ａ
Ｕ
は
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
と
違
い
平
和
と
安
全
保
障
を
軸
と
し
、
か
く

て
平
和
・
安
全
保
障
理
事
会
が
創
設
さ
れ
、
加
え
て
、
包
括
的
な

紛
争
対
処
過
程
の
た
め
に
、
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協

力
の
四
つ
を
「
瓢
箪
」
と
列
記
し
た
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
、
安

定
、
開
発
、
及
び
協
力
会
議C

S
S
D
C
A

過
程
が
導
入
さ
れ
、
市

民
社
会
の
動
員
な
ど
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
五
三
九
）



政
経
研
究　
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〇
一
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年
三
月
）

一
二
二

進
す
る
空
間
に
お
い
て
、
開
発
に
お
け
る
民
衆
参
加
の
た
め
の
ア
フ
リ
カ

憲
章
、
及
び
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
及
び
社
会
経
済
状
況
及
び
世
界
の

平
和
に
対
し
て
と
る
基
本
的
変
更
に
関
す
る
宣
言
が
一
九
九
〇
年
に
採
択

さ
れ
た
。

3
、
一
九
九
三
年
六
月
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

Ｏ
Ａ
Ｕ
内
部
に
お
い
て
、
紛
争
の
防
止
、
運
営
、
及
び
解
決
の
た
め
の
新

し
い
制
度
的
動
態
を
進
め
る
、
紛
争
防
止
、
管
理
、
及
び
解
決
の
た
め
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
樹
立
す
る
宣
言
を
採
択
し
た
。
一
九
八
一
年
及
び

一
九
九
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
、
人
間
及
び
人
民
の
権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ

憲
章
、
及
び
人
間
及
び
人
民
の
権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
裁
判
所
の
樹
立

に
関
す
る
議
定
書
が
、
採
択
さ
れ
た
。
双
方
は
、
恒
久
的
平
和
及
び
持
続

的
開
発
の
た
め
の
集
団
安
全
保
障
を
促
進
す
る
わ
れ
ら
機
構
の
広
範
な
目

標
の
統
合
的
部
分
と
し
て
人
権
の
促
進
、
保
護
、
及
び
遵
守
を
確
保
す
た

め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。

4
、
一
九
九
七
年
七
月
ハ
ラ
レ
で
の
わ
れ
わ
れ
首
脳
会
議
を
通
じ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
の
非
立
憲
的
偏
向
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
た
。

5
、
開
発
及
び
協
力
の
地
域
に
お
い
て
、
ラ
ゴ
ス
行
動
計
画
及
び
ラ
ゴ

ス
最
終
法
は
一
九
八
〇
年
に
採
択
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
の
経
済
・
社
会
共

同
体
の
樹
立
条
約
及
び
ア
フ
リ
カ
の
経
済
・
社
会
開
発
の
再
出
発
の
た
め

に
カ
イ
ロ
議
題
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
一
年
及
び
一
九
九
三
年
に
採
択
で
き

指
標
を
指
摘
。

5
、
協
調
に
従
う
政
策
の
調
和
化
な
ど
中
核
遂
行
指
標
を
指
摘
。

6
、C

S
S
D
C
A

過
程
の
履
行
枠
組
を
設
定
。

7
、C

S
S
D
C
A

過
程
の
履
行
枠
組
及
び
計
画
の
点
検
。

こ
こ
に
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協
力
の
用
語
が
、
関

係
の
文
書
で
は
四
つ
の
瓢
箪
と
し
て
言
及
さ
れ
、
Ａ
Ｕ
の
課
題
と

し
て
一
般
化
さ
れ
た
。

C
S
S
D
C
A

の
厳
粛
宣
言
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
わ
れ
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
加
盟
国
国
家
・
政

府
首
脳
は
、
ト
ー
ゴ
の
ロ
メ
の
第
三
六
回
会
議
に
会
合
し
、
二
〇
〇
〇
年

五
月
八
日
│
九
日
ア
ブ
ジ
ャ
で
持
た
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
、
安
定
、

開
発
、
及
び
協
力
に
関
す
る
会
議
（C
S
S
D
C
A

）
の
閣
僚
会
議
報
告
を

検
討
し
た
。
閣
僚
会
議
は
、
ア
フ
リ
カ
の
平
和
、
安
全
保
障
、
及
び
連
帯

の
年
と
し
て
の
二
〇
〇
〇
年
宣
言
を
し
た
一
九
九
九
年
七
月
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
で
採
ら
れ
た
決
定
、
同
様
に
偉
大
社
会
主
義
人
民
リ
ビ
ア
・
ア
ラ
ブ
・

ジ
ャ
マ
ヒ
リ
ア
の
シ
ル
テ
の
第
四
回
特
別
首
脳
会
議
で
一
九
九
九
年
九
月

九
日
に
採
択
さ
れ
た
宣
言
に
従
い
招
集
さ
れ
、
そ
れ
は
な
ん
ず
く
ア
フ
リ

カ
連
合
の
樹
立
及
び
閣
僚
会
議
の
招
集
を
決
定
し
た
。

2
、
わ
れ
わ
れ
は
、
幾
年
か
に
わ
た
り
、
わ
が
大
陸
の
政
治
的
安
定
及

び
経
済
的
開
発
を
促
進
す
る
べ
く
と
っ
た
決
定
を
想
起
す
る
。
安
定
を
促

（
五
四
〇
）



ア
フ
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（
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野
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一
二
三

し
て
き
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
平
和
、
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、

及
び
協
力
の
領
域
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
Ｕ
の
作
業
の
強
化
に
与
る
。
そ
れ
は
、

Ｏ
Ａ
Ｕ
の
主
要
政
策
機
関
内
部
の
共
通
価
値
の
仕
上
げ
と
前
進
の
た
め
に

政
策
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

8
、
わ
れ
わ
れ
は
、C

S
S
D
C
A

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
体
現
さ
れ
た
相
互

作
用
方
式
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
新
し
い
千
年
に
お
い
て
安
全
保
障
、
安
定
、

開
発
、
及
び
協
力
の
問
題
へ
の
特
別
な
言
及
を
も
っ
て
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
の
議
題

と
し
て
追
及
さ
れ
る
貴
重
な
道
具
を
提
供
し
て
い
る
。

宣
言
の
原
則

9
、
Ｏ
Ａ
Ｕ
の
範
囲
内
の
ア
フ
リ
カ
の
利
益
の
促
進
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
瓢
箪
、
す
な
わ
ち
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協
力
の
四
つ
の

構
成
要
素
で
構
成
さ
れ
るC

S
S
D
C
A

の
重
要
性
を
認
識
し
て
、
わ
れ
わ

れ
は
、
以
下
の
一
般
及
び
特
別
原
則
を
確
言
す
る
。

一
般
原
則

⒜
す
べ
て
の
加
盟
国
の
主
権
及
び
領
土
保
全
の
尊
重
。

⒝
い
ず
れ
の
ア
フ
リ
カ
国
の
安
全
保
障
、
安
定
、
及
び
開
発
は
、
他
の

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
そ
れ
に
と
不
可
分
に
連
繋
し
て
い
る
。
一
国
の
不
安
定

は
近
隣
諸
国
の
安
定
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
し
て
大
陸
の
統
一
、
平
和
、

及
び
開
発
に
と
り
重
大
な
意
味
を
有
す
る
。

⑴
加
盟
国
は
、
す
べ
て
のC

S
S
D
C
A

原
則
を
良
好
な
誠
実
に
お
い
て

た
。
一
九
九
九
年
九
月
の
シ
ル
テ
宣
言
は
、
経
済
統
合
過
程
の
促
進
、
及

び
ア
フ
リ
カ
の
負
債
問
題
の
対
処
の
た
め
の
措
置
が
盛
ら
れ
た
。

6
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
関
心
事
は
、C

S
S
D
C
A

過
程
に
関
す
る

ア
フ
リ
カ
指
導
制
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
り
着
手
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
中

核
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
カ
ン
パ
ラ
文
書
で
提
案
さ
れ
た
通
り
ア
フ
リ

カ
の
安
全
保
障
、
安
定
、
開
発
、
及
び
協
力
に
関
す
る
会
議
が
一
回
限
り

の
、
し
か
も
む
し
ろ
過
程
と
し
て
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
を
記
す
る
。

一
九
九
一
年
の
カ
ン
パ
ラ
文
書
の
四
つ
の
瓢
箪
に
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て

い
る
通
り
、C

S
S
D
C
A

過
程
の
施
行
地
点
は
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
お
け
る
安
全
保
障
及
び
安
定
の
問
題
は
、
大
陸
の
統
合
達
成
に
必
要
と

さ
れ
、
そ
し
て
大
陸
の
社
会
・
経
済
開
発
及
び
変
容
に
批
判
的
な
、
ア
フ

リ
カ
協
力
間
及
び
内
部
の
必
要
な
レ
ベ
ル
を
達
成
す
る
そ
れ
ら
の
能
力
が

損
な
わ
れ
た
事
実
の
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

C
S
S
D
C
A

過
程
に
お
け
る
わ
が
施
行
を
豊
か
に
す
る
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
で

の
わ
が
専
門
家
に
よ
り
仕
上
げ
ら
れ
た
改
訂
カ
ン
パ
ラ
文
書
及
び
作
業
文

書
の
双
方
が
有
用
で
あ
る
。

7
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
発
足
以
来
、
わ
が
組
織
に
よ
り
採
ら
れ
て
き

た
す
べ
て
の
主
要
な
決
定
は
平
和
、
安
定
、
開
発
、
統
合
、
及
び
協
力
の

間
の
内
部
連
携
を
反
映
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、C

S
S
D
C
A

過
程
は
、

わ
が
機
構
に
よ
り
最
近
着
手
さ
れ
た
種
々
の
活
動
間
の
相
乗
作
用
を
創
出

（
五
四
一
）
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一
二
四

以
下
の
行
動
計
画
に
合
意
す
る
。

そ
し
て
、
了
解
覚
書
は
、
そ
の
な
か
で
以
下
の
通
り
言
及
さ
れ

た
。ア

フ
リ
カ
境
界

境
界
に
関
す
る
カ
イ
ロ
首
脳
の
決
定
に
従
い
、
二
〇
一
二
年
ま
で
に
、

必
要
と
さ
れ
る
国
連
地
図
政
策
単
位
の
支
援
で
、
平
和
的
な
国
家
間
関
係

を
強
化
す
る
た
め
に
、
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
間
の
境
界

の
画
定
及
び
線
引
き
を
締
結
す
る
。
か
か
る
行
使
の
成
行
き
は
、
ア
フ
リ

カ
連
合
及
び
国
際
連
合
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
過
程
が
完
了
す
べ
き

二
〇
一
二
年
に
先
立
ち
、
履
行
状
態
の
二
年
毎
の
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

か
く
て
、
境
界
計
画
が
提
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の

課
題
は
、
⑴
境
界
の
維
持
と
国
境
横
断
、
及
び
⑵
境
界
の
画
定
及

び
線
引
き
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
以
後
、
以
下
の
文
書
が
採
択
さ

れ
た
。

二
〇
〇
七
年
六
月
七
日
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
及
び
そ
の

履
行
様
式
に
関
す
る
宣
言
、E

X
.C
L
/352

（Ⅺ

）,A
nnex Ⅱ

。
内

容
は
以
下
の
通
り
。

1
、
付
属
に
ア
フ
リ
カ
境
界
問
題
を
指
摘
。

2
、
そ
の
展
開
と
し
て
国
境
横
断
協
力
を
提
起
。

遵
守
し
、
そ
し
て
履
行
を
確
保
す
る
。

特
別
原
則

安
全
保
障

10
、
安
全
保
障
は
そ
の
全
体
像
に
お
い
て
、
そ
し
て
生
命
の
基
本
的
必

要
へ
の
接
近
を
も
っ
て
平
和
裡
に
生
存
す
る
人
民
の
権
利
を
含
む
全
体
性

を
展
望
す
べ
き
で
あ
る
を
認
識
し
て
、
他
方
、
人
間
及
び
人
民
の
権
利
に

関
す
る
ア
フ
リ
カ
憲
章
に
言
及
さ
れ
た
権
利
、
及
び
彼
ら
社
会
の
問
題
へ

の
自
由
な
参
加
を
自
由
に
享
受
し
て
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
人
民
の
安
全

保
障
に
不
可
分
に
連
繋
し
た
ア
フ
リ
カ
の
安
全
保
障
、
及
び
そ
の
加
盟
国

の
そ
れ
に
留
意
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、

以
下
の
通
り
確
言
す
る
。

⒜
安
全
保
障
は
、C

S
S
D
C
A

過
程
の
柱
を
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

…
…協

力
13
、
地
域
協
力
の
重
要
性
…
…

行
動
計
画

14
、C
S
S
D
C
A

過
程
の
指
針
と
な
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
原
則
の
履
行

の
た
め
の
測
定
を
場
所
で
の
必
要
性
に
合
意
に
達
す
る
一
般
及
び
特
別
原

則
を
確
認
し
て
、
わ
れ
わ
れ
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
国
家
・
政
府
首
脳
は
、

（
五
四
二
）



ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
問
題
と
ア
フ
リ
カ
連
合
の
境
界
計
画
（
浦
野
）

一
二
五

閣
僚
会
議
報
告
に
関
す
る
決
定D

O
C
.E
X
.C
L
/726

（X
Ⅺ

）、

E
X
.C
L
/D
ec.703

（X
Ⅺ

）。
そ
れ
は
、
以
下
の
通
り
。

1
、
国
境
横
断
協
力
協
約
草
案
／
ニ
ア
メ
協
約
の
仕
上
げ
を
要

請
。

2
、
境
界
計
画
の
履
行
の
た
め
の
二
〇
一
三
│
二
〇
一
七
戦
略

計
画
を
設
定
。

こ
こ
に
境
界
計
画
の
具
体
的
取
組
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の

課
題
が
取
り
組
ま
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
後
の
ア
フ

リ
カ
連
合
境
界
計
画
の
履
行
は
十
分
明
ら
か
で
な
い
。

（
1
） A

m
os S

aw
yer, T

h
e E

m
ergen

ce of A
u

tocra
cy in

 
L

iberia: T
raged

y an
d

 C
h

allen
ge, S

an F
rancisco: IC

S
 

P
ress, 1992.

真
島
一
郎
「
リ
ベ
リ
ア
内
戦
の
展
開
」
ア
フ
リ
カ
研
究
、
第

四
三
号
、
一
九
九
三
年
。

楢
林
建
司
「
リ
ベ
リ
ア
内
戦
へ
の
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
経
済
共
同

体
と
国
際
連
合
に
よ
る
介
入
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
、
第
二
二
巻
第

二
号
、
一
九
九
五
年
。

A
biodun A

lao, T
h
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u
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ood
w
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In
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en
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A
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shgate, 1998.
M
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uband, T
he L

iberian C
ivil W

ar, L
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二
〇
〇
七
年
六
月
七
日
境
界
問
題
に
与
る
ア
フ
リ
カ
連
合
閣
僚

会
議
の
報
告
、D

oc.E
x.C
l/352

（Ⅺ

）。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

1
、
境
界
計
画
の
作
業
報
告
。

2
、
国
境
横
断
協
力
の
専
門
家
会
合
の
報
告
。

二
〇
〇
七
年
六
月
七
日
境
界
問
題
に
与
る
ア
フ
リ
カ
連
合
閣
僚

会
議
の
決
定
、D

oc.E
x.C
l/352

（Ⅺ

）
で
、C

S
S
D
C
A

の
厳
粛

宣
言
に
従
う
境
界
計
画
の
履
行
を
確
認
し
た
。

二
〇
〇
九
年
一
月
三
〇
日
ア
フ
リ
カ
連
合
境
界
計
画
の
履
行
に

関
す
る
決
定D

O
C
.E
X
.C
L
/459

（X
Ⅳ

）、E
X
.C
L
/D
ec.461

（X
Ⅳ

）。
そ
れ
は
、
以
下
の
二
点
に
あ
っ
た
。

1
、
ア
フ
リ
カ
境
界
の
地
位
問
題

│
画
定
及
び
線
引
き

│

へ
の
対
応
を
要
請
。

2
、
国
境
横
断
協
力
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
創
設
。

二
〇
一
〇
年
七
月
二
五
日
第
二
回
境
界
問
題
に
与
る
ア
フ
リ
カ

閣
僚
会
議
に
関
す
る
委
員
会
報
告
の
決
定D

O
C
.E
X
.C
L
/585

（X
Ⅶ

）、E
X
.C
L
/D
ec.563

（X
Ⅶ

）。
そ
れ
は
、
以
下
の
二
点
を

確
認
し
た
。

1
、
ア
フ
リ
カ
境
界
計
画
の
措
置
を
勧
奨
。

2
、
ア
フ
リ
カ
境
界
の
日
を
制
度
化
。

二
〇
一
二
年
七
月
一
三
日
第
三
回
境
界
問
題
に
与
る
ア
フ
リ
カ

（
五
四
三
）
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